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・ 

自
然
と
調
和
し
た
潤
い
の
あ
る

地
域
環
境
の
充
実

・ 

保
健
・
医
療
・
福
祉
の
連
携
強

化
に
よ
る
元
気
で
楽
し
い
家
庭

づ
く
り

・ 

防
災
対
策
の
推
進
と
地
域
防
災

力
の
強
化

・ 

情
報
通
信
基
盤
整
備
事
業
の
推

進
・ 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体

と
の
連
携

・ 

子
育
て
支
援
施
策
の
推
進
と
安

心
安
全
な
環
境
整
備

２�

、
地
域
産
業
の
振
興
と
交
流

活
性
化
の
推
進

　
国
際
化
競
争
が
激
化
し
、
農
林

産
物
の
価
格
が
依
然
と
し
て
低
迷

を
続
け
る
中
、
消
費
者
の
食
の
安

全
・
安
心
へ
の
関
心
が
高
ま
る
な

ど
、
農
林
業
・
農
村
を
取
り
巻
く

情
勢
は
大
き
く
変
化
し
て
い
ま

す
。

　
本
町
の
基
幹
産
業
で
あ
る
農
林

業
は
、
過
疎
と
高
齢
化
に
よ
る
担

い
手
不
足
、耕
作
放
棄
地
の
増
大
、

　
３
月
定
例
議
会
で
、
阪
本
町
長

は
平
成
22
年
度
の
町
政
運
営
に
係

る
基
本
方
針
を
述
べ
ま
し
た
。
概

要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

１�
、
現
場
主
義
を
基
本
と
し
た

住
民
と
の
協
働
に
よ
る
地
域

づ
く
り

　
本
町
は
、
美
し
い
景
観
と
温
か

な
気
候
風
土
に
恵
ま
れ
て
お
り
、

滑
床
渓
谷
や
広
見
川
な
ど
の
自
然

環
境
は
次
世
代
へ
引
き
継
が
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
地
域
財
産
で
す
。

こ
の
自
然
環
境
を
損
な
う
こ
と
の

な
い
よ
う
配
慮
し
な
が
ら
、
地
域

の
住
民
が
快
適
に
安
心
し
て
生
活

す
る
た
め
の
基
盤
整
備
に
積
極
的

に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
環
境
に

や
さ
し
い
循
環
型
社
会
の
形
成
の

た
め
、
住
民
の
理
解
と
協
力
の
も

と
、
廃
棄
物
の
減
量
化
と
分
別
収

集
リ
サ
イ
ク
ル
の
徹
底
、
地
球
温

暖
化
防
止
対
策
を
推
進
し
ま
す
。

　
ま
た
、
急
速
な
過
疎
化
、
高
齢

化
の
進
行
に
伴
い
、住
民
の
保
健
・

医
療
・
福
祉
へ
の
ニ
ー
ズ
が
高
ま

有
害
獣
被
害
の
拡
大
に
よ
る
生
産

意
欲
の
低
下
な
ど
、
極
め
て
厳
し

い
状
況
に
置
か
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
総
合
営
農
指
導
拠

点
施
設
や
㈱
農
林
公
社
を
中
心

に
、
生
産
、
流
通
、
販
売
体
制
の

充
実
強
化
と
新
規
就
農
者
の
育
成

や
認
定
農
業
者
の
確
保
支
援
、
農

林
地
の
保
全
に
努
め
、
既
存
の
特

産
作
目
の
品
質
向
上
や
森
の
国
ブ

ラ
ン
ド
化
、
地
産
地
消
、
食
育
を

組
み
合
わ
せ
た
農
業
振
興
策
を
展

開
し
ま
す
。

　
有
害
鳥
獣
対
策
と
し
て
は
、
猟

友
会
と
の
連
携
に
よ
る
駆
除
に
努

め
、
広
域
連
携
事
業
に
よ
る
対
策

を
推
進
し
ま
す
。

　
商
工
業
は
、
大
型
店
の
進
出
や

厳
し
い
地
域
経
済
の
影
響
を
受
け

深
刻
な
状
況
で
す
が
、
雇
用
の
創

出
を
最
大
の
目
標
と
し
て
、
人
材

育
成
や
事
業
者
の
ス
キ
ル
ア
ッ

プ
、
新
分
野
進
出
に
対
す
る
支
援

な
ど
を
積
極
的
に
推
進
す
る
と
と

も
に
、
商
工
会
の
実
施
す
る
活
性

化
推
進
事
業
へ
の
支
援
と
誘
致
企

業
と
の
連
携
強
化
に
努
め
ま
す
。

　
ま
た
、
地
域
財
産
で
あ
る
町
有

観
光
交
流
施
設
や
歴
史
文
化
施

設
、
農
林
業
施
設
と
の
連
携
に
よ

る
魅
力
づ
く
り
に
取
り
組
む
と
と

も
に
、
指
定
管
理
者
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と

の
協
働
に
よ
る
観
光
交
流
事
業
の

る
中
で
、
健
康
で
心
豊
か
に
生
活

で
き
る
よ
う
、
健
康
増
進
、
疾
病

予
防
、
介
護
予
防
な
ど
の
健
康
教

育
に
よ
り
、
元
気
で
楽
し
い
家
庭

づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

　
加
え
て
、
地
球
温
暖
化
に
伴
う

異
常
気
象
や
近
い
将
来
に
予
測
さ

れ
て
い
る
南
海
地
震
な
ど
の
災
害

か
ら
地
域
住
民
の
生
命
、
身
体
、

財
産
を
守
る
た
め
、
地
域
防
災
計

画
に
基
づ
く
総
合
的
な
防
災
訓
練

な
ど
を
通
し
、
住
民
と
の
協
働
に

よ
る
地
域
防
災
力
の
向
上
に
努
め

ま
す
。

　
高
度
情
報
化
や
地
上
デ
ジ
タ
ル

放
送
へ
の
対
応
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
環
境
の
充
実
に
つ
い
て
は
、
引

き
続
き
鬼
北
地
域
情
報
通
信
基
盤

整
備
事
業
に
よ
り
取
り
組
み
ま
す
。

　
ま
た
、
地
域
の
活
力
を
低
下
さ

せ
る
若
者
層
の
流
出
や
少
子
化
に

つ
い
て
は
、
保
育
ニ
ー
ズ
へ
の
対

応
、
就
労
の
場
の
創
出
、
Ｕ
・
Ｊ
・

Ｉ
タ
ー
ン
の
受
け
入
れ
強
化
に
努

め
る
な
ど
、
安
心
し
て
子
ど
も
を

生
み
育
て
る
こ
と
の
で
き
る
魅
力

あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

平
成
22
年

町
政
の
基
本
方
針
と
重
点
施
策
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自
然
に
感
謝
し
自
然
と
の
共
生
を

目
指
す
「
人
心
緑
化
」
精
神
と
人

権
尊
重
を
教
育
の
基
本
理
念
と
し

て
位
置
付
け
、「
森
の
国
ま
つ
の
」

の
有
す
る
豊
か
な
自
然
と
薫
り
高

い
歴
史
文
化
資
源
や
地
域
の
人
材

を
活
用
し
た
教
育
の
実
践
や
人
づ

く
り
に
重
点
を
置
い
た
教
育
を
推

進
し
ま
す
。

　
ま
た
、
人
権
が
尊
重
さ
れ
る
社

会
の
実
現
の
た
め
、
今
な
お
残
る

差
別
の
現
実
を
踏
ま
え
、
全
町
民

の
重
要
課
題
と
し
て
、
信
頼
、
結

び
つ
き
、
愛
の
３
つ
を
基
本
と
し

て
「
ま
ず
は
相
手
の
身
に
な
る
こ

と
」
か
ら
出
発
し
、
広
が
り
や
深

ま
り
の
あ
る
人
権
・
同
和
教
育
に

取
り
組
み
ま
す
。

　
社
会
教
育
で
は
、
地
域
づ
く
り

の
拠
点
で
あ
る
公
民
館
活
動
の
充

実
に
努
め
、
住
民
の
ニ
ー
ズ
に

合
っ
た
生
涯
学
習
事
業
や
、
体
育

協
会
と
の
連
携
強
化
、
生
涯
ス

ポ
ー
ツ
の
振
興
に
よ
る
「
人
づ
く

り
・
地
域
づ
く
り
」
を
推
進
し
ま

す
。

　
文
化
関
係
で
は
、
史
跡
河
後
森

城
跡
の
発
掘
調
査
と
環
境
整
備
工

事
に
引
き
続
き
取
り
組
む
と
と
も

に
、
重
要
文
化
財
目
黒
山
形
関
係

資
料
の
保
存
・
修
理
事
業
を
推
進

す
る
な
ど
、
魅
力
あ
る
歴
史
文
化

の
継
承
に
努
め
ま
す
。

・ 

広
が
り
と
深
ま
り
を
も
っ
た
人

権
・
同
和
教
育
の
推
進

・ 

人
づ
く
り
に
重
点
を
置
い
た
教

育
の
推
進

・
生
涯
学
習
の
振
興

・
魅
力
あ
る
歴
史
文
化
の
継
承

４�

、
行
財
政
改
革
の
推
進
と
自

治
組
織
の
活
性
化

　
近
年
、
地
域
主
権
や
少
子
高
齢

化
の
進
展
、
高
度
情
報
化
な
ど
社

会
経
済
情
勢
は
大
き
く
変
化
し
て

お
り
、
住
民
ニ
ー
ズ
の
多
様
化
・

高
度
化
に
よ
る
新
た
な
行
政
需
要

に
対
応
す
る
た
め
、
行
財
政
改
革

へ
の
取
り
組
み
が
ま
す
ま
す
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

　
本
町
で
は
昭
和
60
年
度
以
降
、

４
次
の
行
財
政
改
革
大
綱
を
策
定

し
、
事
務
事
業
の
見
直
し
を
は
じ

め
、
人
件
費
の
抑
制
や
投
資
的
経

費
の
削
減
な
ど
に
鋭
意
取
り
組
ん

で
き
ま
し
た
。
自
主
財
源
の
乏
し

い
本
町
に
と
っ
て
頼
み
の
綱
で
あ

る
地
方
交
付
税
は
、
民
主
党
政
権

に
よ
り
若
干
の
増
額
が
期
待
さ
れ

る
も
の
の
、
景
気
低
迷
に
よ
る
税

収
減
の
影
響
か
ら
厳
し
い
財
政
運

営
を
強
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
中
で
、
行
政
サ
ー
ビ

ス
を
維
持
し
て
い
く
た
め
、
引
き

続
き
行
財
政
全
般
に
わ
た
り
、「
行

財
政
改
革
推
進
プ
ラ
ン
」
に
基
づ

き
、ス
ク
ラ
ッ
プ
ア
ン
ド
ビ
ル
ド
・

費
用
対
効
果
の
視
点
か
ら
事
務
事

業
を
再
構
築
し
、
定
員
管
理
及
び

給
与
の
適
正
化
、
組
織
機
構
を
見

直
す
と
と
も
に
、
限
ら
れ
た
財
源

や
人
材
を
効
果
的
に
活
用
し
な
が

ら
、
計
画
的
・
効
率
的
な
行
財
政

改
革
を
推
進
し
ま
す
。

　
併
せ
て
、
住
民
の
理
解
と
信
頼

を
高
め
る
た
め
、
役
場
職
員
の
資

質
、
問
題
意
識
と
危
機
管
理
能
力

の
向
上
に
努
め
、
元
気
な
活
気
あ

る
役
場
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

　
ま
た
、
地
域
住
民
の
自
治
機
能

強
化
や
特
色
あ
る
地
域
づ
く
り
の

た
め
、「
自
分
の
地
域
は
自
分
達

で
守
る
、
良
く
す
る
」
と
い
う
集

落
自
治
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
、
Ｎ
Ｐ

Ｏ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
育
成
、
支

援
を
行
い
、
行
政
と
住
民
と
の
役

割
を
分
担
し
、
相
互
に
連
携
す
る

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
ま

す
。

・ 

元
気
な
活
気
あ
る
役
場
づ
く
り

の
推
進

・ 

行
財
政
改
革
大
綱
に
基
づ
く
推

進
プ
ラ
ン
の
実
施

・ 

集
落
自
治
、地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
活
性
化
支
援

推
進
に
努
め
、
さ
ら
に
広
域
観
光

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用
し
た
グ

リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
事
業
や
ま

ち
お
こ
し
イ
ベ
ン
ト
等
の
開
催
で

地
域
活
性
化
を
図
り
ま
す
。

・ 

指
定
管
理
者
制
度
に
よ
る
施
設

等
の
効
率
的
運
営

・ 

㈶
観
光
公
社
や
㈱
農
林
公
社
の

経
営
体
制
の
強
化

・ 

地
域
財
産
の
活
用
や
特
産
品
の

生
産
振
興
対
策

・ 
地
産
地
消
、
食
育
を
組
み
合
わ

せ
た
農
業
振
興

・ 

森
の
国
ブ
ラ
ン
ド
化
に
よ
る
販

売
促
進

・ 

自
然
・
健
康
志
向
に
よ
る
グ
リ
ー

ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
事
業
の
推
進

・ 

ま
ち
お
こ
し
イ
ベ
ン
ト
等
の
交

流
事
業
に
よ
る
活
性
化

・ 

元
気
回
復
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
推

進
３�

、
人
心
緑
化
の
精
神
と
人
権

尊
重
を
基
本
理
念
と
し
た
教

育
と
文
化
の
振
興

　
次
世
代
を
担
う
子
ど
も
達
の
豊

か
な
人
間
性
や
郷
土
愛
を
育
む
た

め
に
は
、
自
然
と
と
も
に
学
び
遊

べ
る
環
境
づ
く
り
と
地
域
活
動
へ

の
参
加
機
会
の
拡
充
と
、
学
校
、

保
護
者
、
地
域
住
民
の
連
携
協
力

体
制
が
重
要
で
す
。
こ
の
た
め
、
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る
条
例
に
つ
い
て

◎�

松
野
町
長
期
継
続
契
約
を
締
結

す
る
こ
と
が
で
き
る
契
約
を
定

め
る
条
例
に
つ
い
て

◎�
松
野
町
介
護
保
険
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

◎�

松
野
町
国
民
健
康
保
険
診
療
所

使
用
料
及
び
手
数
料
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

◎�

松
野
町
道
路
占
用
料
徴
収
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ

い
て

◎�

松
野
町
課
設
置
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　
以
上
に
つ
い
て
原
案
ど
お
り
可

決
さ
れ
ま
し
た
。

◎�

松
野
町
議
会
議
員
の
定
数
を
定

め
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
に
つ
い
て

▼ 

定
数
「
10
人
」
が
「
７
人
」
に

改
正
さ
れ
ま
し
た
。

◎�

松
野
町
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦

に
つ
き
意
見
を
求
め
る
こ
と
に

つ
い
て

▼ 

池
本
伸
氏
（
吉
野
）
を
推
薦
す

る
こ
と
に
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

◎�

村
尾
重
利
議
員
に
対
す
る
処
分

要
求
に
つ
い
て

▼ 

懲
罰
特
別
委
員
会
が
設
置
さ

れ
、
委
員
会
に
付
託
し
、
審
議

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

◎
松
野
町
長　

阪
本
壽
明
氏
に
対

す
る
辞
職
勧
告
が
決
議
さ
れ
ま
し

た
。

◎
松
野
町
一
般
会
計
当
初
予
算
７

特
別
会
計
当
初
予
算

　
一
般
会
計
当
初
予
算
は
、「
行

財
政
改
革
推
進
プ
ラ
ン
」
の
方
針

を
継
続
す
る
と
と
も
に
、
限
ら
れ

た
財
源
の
中
で
「
選
択
と
集
中
」

に
よ
る
予
算
配
分
に
努
め
た
結

果
、
前
年
度
と
同
額
程
度
、
１
０

０
万
円
減
の
26
億
１
千
９
０
０
万

円
と
な
り
ま
し
た
。

◎�

松
野
町
監
査
委
員
の
選
任
に
つ

き
同
意
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い

て
▼ 

井
上
六
廣
氏
を
選
任
す
る
こ
と

に
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

◎�

松
野
町
教
育
委
員
会
委
員
の
任

命
に
つ
き
同
意
を
求
め
る
こ
と

に
つ
い
て

▼ 

森
田
位
氏
（
富
岡
）
曽
我
敦
美

氏
（
吉
野
）
を
教
育
委
員
に
任

命
す
る
こ
と
に
同
意
さ
れ
ま
し

た
。

◎�

山
林
委
員
の
選
任
に
つ
き
同
意

を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

▼ 

委
員
の
任
期
満
了
に
伴
い
、
後

任
委
員
を
選
任
す
る
こ
と
で
同

意
さ
れ
ま
し
た
。

松
　
丸
　
　
　
小
西
荘
二
郎

延
野
々
　
　
　
五
十
嵐
廣
市

豊
　
岡
　
　
　
松
岡
　
一
徳

豊
　
岡
　
　
　
毛
利
　
一
平

富
　
岡
　
　
　
田
中
　
春
樹

富
　
岡
　
　
　
古
谷
　
　
毅

上
家
地
　
　
　
阪
本
　
兼
雄

目
　
黒
　
　
　
園
部
　
美
國

目
　
黒
　
　
　
河
野
　
隆
司

吉
　
野
　
　
　
前
田
　
清
久

蕨
　
生
　
　
　
藤
井
　
希
一

奥
野
川
　
　
　
松
岡
　
廣
明

　
平
成
22
年
第
１
回
松
野
町
議
会

定
例
会
が
、
３
月
11
日
に
招
集
さ

れ
、
３
月
11
日
・
12
日
・
26
日
に

提
出
議
案
な
ど
が
審
議
さ
れ
ま
し

た
。

　
主
な
議
案
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◎�

鬼
北
町
・
松
野
町
合
併
協
議
会

の
廃
止
に
つ
い
て

◎�

工
事
変
更
請
負
契
約
の
締
結
に

つ
い
て
︵
市
国
交
道
第
20
号
町

道
富
岡
吉
野
線
改
良
工
事
︶

◎�

委
託
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

︵
平
成
21
年
度
地
域
情
報
通
信

基
盤
整
備
推
進
交
付
金
事
業
整

備
工
事
︶　

◎�

松
野
町
一
般
職
員
の
給
与
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
に
つ
い
て

◎��

職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に

関
す
る
条
例
等
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
に
つ
い
て

◎�

単
純
な
労
務
に
雇
用
さ
れ
る
職

員
の
給
与
の
種
類
及
び
基
準
を

定
め
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

　
歳
入
の
う
ち
自
主
財
源
で
は
、

町
税
が
景
気
の
悪
化
に
伴
う
個
人

所
得
の
減
少
や
た
ば
こ
税
の
減
収

に
伴
い
、
前
年
度
比
１
・
３
％

減
の
２
億
５
千
３
１
８
万
７
千

円
、
分
担
金
及
び
負
担
金
は
、
保

育
所
保
護
者
負
担
金
の
減
な
ど
に

よ
り
、
12
・
９
％
減
の
３
千
２
５

３
万
１
千
円
、
諸
収
入
は
宇
和
島

地
区
広
域
事
務
組
合
の
構
成
市
町

で
出
資
し
て
い
た
「
ふ
る
さ
と
市

町
村
圏
基
金
」
の
取
崩
し
に
よ
る

返
還
金
の
増
に
よ
り
、
前
年
度
比

93
・
９
％
増
の
６
千
５
１
１
万
５

千
円
で
、
こ
れ
ら
自
主
財
源
の
総

額
は
３
億
９
千
１
８
９
万
４
千
円

と
な
り
、
収
支
の
改
善
見
込
み
に

よ
り
財
政
調
整
基
金
の
取
崩
し
が

不
要
と
な
っ
た
こ
と
な
ど
も
影
響

し
て
、
前
年
度
比
５
・
７
％
、
２

千
３
７
７
万
７
千
円
の
減
額
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
次
に
、
依
存
財
源
で
は
、
地
方

譲
与
税
及
び
利
子
割
交
付
金
等
の

各
種
交
付
金
が
、
景
気
後
退
に
よ

る
国
税
、
県
税
の
減
収
に
伴
い
、

減
少
す
る
見
込
み
と
な
っ
て
お
り

ま
す
が
、
地
方
特
例
交
付
金
は
、

子
ど
も
手
当
の
創
設
に
伴
い
、
前

年
度
比
１
３
８
・
９
％
増
の
８
４

０
万
円
と
し
て
い
ま
す
。

　
主
要
財
源
で
あ
る
地
方
交
付
税

松
野
町
議
会
定
例
会
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載
）

【
一
般
会
計
】

▽ 

平
成
21
年
度
松
野
町
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
７
号
）
は
、
歳

入
歳
出
予
算
の
総
額
か
ら
２
千

５
８
０
万
９
千
円
を
減
額
し
、

補
正
後
の
総
額
を
35
億
４
千
６

１
１
万
円
に
す
る
も
の
で
す
。

【
特
別
会
計
】

▽ 

平
成
21
年
度
松
野
町
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

３
号
）
は
、
歳
入
歳
出
予
算
の

総
額
に
３
千
３
１
６
万
２
千
円

を
減
額
し
、
補
正
後
の
総
額
を

５
億
７
千
７
６
３
万
４
千
円
に

す
る
も
の
で
す
。

▽ 

平
成
21
年
度
松
野
町
国
民
健
康

保
険
中
央
診
療
所
特
別
会
計
補

正
予
算
（
第
４
号
）
は
、
歳
入

歳
出
予
算
の
総
額
か
ら
４
６
８

万
８
千
円
を
減
額
し
、
補
正
後

の
総
額
を
３
億
２
千
５
３
５
万

円
に
す
る
も
の
で
す
。

▽ 

平
成
21
年
度
松
野
町
簡
易
水
道

特
別
会
計
補
正
予
算（
第
５
号
）

は
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に

63
万
７
千
円
を
減
額
し
、
補
正

後
の
総
額
を
９
千
４
４
９
万
６

千
円
に
す
る
も
の
で
す
。

は
、
地
方
財
政
計
画
で
は
１
・
１

兆
円
増
額
さ
れ
た
も
の
の
、
一
方

で
、
全
国
の
地
方
税
収
が
３
・
７

兆
円
も
の
大
幅
な
減
収
が
見
込
ま

れ
て
い
る
た
め
、
当
町
へ
の
配
分

額
は
、
臨
時
財
政
対
策
債
の
大
幅

な
伸
び
や
特
別
交
付
税
の
減
額
を

考
慮
す
る
と
、
現
時
点
に
お
け
る

試
算
で
は
、
平
成
21
年
度
決
算
見

込
額
の
約
16
億
６
千
万
円
よ
り
、

３
・
７
％
減
の
約
16
億
円
と
な
り
、

約
６
千
万
円
程
度
の
減
収
に
な
る

と
推
計
し
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
当
初
予
算
で
の
計
上
額

は
、
最
終
の
財
源
調
整
を
地
方
交

付
税
で
行
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
か

ら
、
前
年
度
比
５
・
９
％
減
の
15

億
２
千
５
０
０
万
円
と
な
っ
て
い

ま
す
が
、
年
度
途
中
の
補
正
予
算

の
財
源
と
し
て
、
約
７
千
５
０
０

万
円
を
保
留
し
て
い
る
状
況
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
国
庫
支
出
金
は
、
子
ど
も
手
当

創
設
に
伴
う
交
付
金
の
増
に
よ

り
、
前
年
度
比
27
・
８
％
増
の
１

億
４
千
１
７
９
万
２
千
円
、
県
支

出
金
は
緊
急
雇
用
創
出
事
業
費
補

助
金
や
知
事
選
挙
委
託
金
の
増
な

ど
に
よ
り
、
前
年
度
比
18
・
２
％

増
の
１
億
９
千
２
８
０
万
７
千

円
、
町
債
は
臨
時
財
政
対
策
債
の

大
幅
な
伸
び
に
よ
り
、
前
年
度
比

31
・
８
％
増
の
２
億
７
千
８
０
０

万
６
千
円
を
見
込
ん
で
お
り
、
こ

れ
ら
依
存
財
源
の
総
額
は
22
億
２

千
７
１
０
万
６
千
円
で
、
前
年
度

比
１
・
０
％
、
２
千
２
７
７
万
７

千
円
の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
歳
出
で
は
、
義
務
的
経
費
で
あ

る
人
件
費
は
、
退
職
職
員
の
不
補

充
や
人
事
院
勧
告
な
ど
に
よ
り
、

前
年
度
比
０
・
２
％
減
の
５
億
６

千
６
２
６
万
７
千
円
、
扶
助
費

は
、
子
ど
も
手
当
の
創
設
に
よ
り

23
・
６
％
増
の
２
億
１
千
１
６
３

万
６
千
円
、
公
債
費
は
、
近
年
継

続
し
て
い
る
新
規
地
方
債
の
発
行

抑
制
策
に
よ
り
、
前
年
度
比
６
・

６
％
減
の
６
億
１
千
81
万
１
千
円

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
普
通
建
設
事
業
な
ど
の
投
資
的

経
費
の
主
な
も
の
は
、
小
型
合
併

処
理
浄
化
槽
設
置
費
補
助
金
や
広

域
基
幹
林
道
整
備
事
業
、
道
路
改

良
事
業
、
が
け
崩
れ
防
災
対
策
事

業
、
河
後
森
城
跡
環
境
整
備
事
業

な
ど
で
、
前
年
度
比
15
％
減
の
１

億
９
千
５
７
０
万
９
千
円
と
な
っ

て
い
ま
す
が
、
平
成
21
年
度
の
補

正
予
算
に
お
い
て
、
国
の
経
済
対

策
に
伴
う
「
地
域
活
性
化
・
公
共

投
資
臨
時
交
付
金
」
や
「
地
域
活

性
化
・
き
め
細
か
な
臨
時
交
付
金
」

な
ど
の
対
象
事
業
と
し
て
、
平
成

22
年
度
以
降
の
計
画
か
ら
前
倒
し

で
予
算
計
上
し
た
事
業
費
の
う

ち
、
14
事
業
分
の
約
６
億
４
千
万

円
を
平
成
22
年
度
に
繰
越
し
、
新

年
度
予
算
と
一
体
的
に
活
用
す
る

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
の
政
策
的
経
費
は
、

重
点
施
策
に
基
づ
い
て
ソ
フ
ト
事

業
を
中
心
に
編
成
し
て
お
り
、
庁

舎
耐
震
診
断
調
査
、
ま
ち
づ
く
り

事
業
補
助
金
の
創
設
、
町
制
55
周

年
記
念
に
係
る
町
勢
要
覧
の
作

成
、
特
定
健
診
・
が
ん
検
診
等
の

個
人
負
担
金
の
無
償
化
、
放
課
後

児
童
ク
ラ
ブ
の
設
立
、
森
の
国
さ

く
ら
の
会
の
設
立
、
緊
急
雇
用
創

出
事
業
に
よ
る
雇
用
者
の
確
保
、

有
害
鳥
獣
駆
除
報
償
費
・
農
業
振

興
費
補
助
金
の
拡
充
、
桃
源
郷
マ

ラ
ソ
ン
大
会
・
森
の
国
大
運
動
会

な
ど
を
実
施
す
る
内
容
と
し
て
い

ま
す
。

　
ま
た
、
特
別
会
計
７
会
計
の
当

初
予
算
規
模
は
15
億
５
千
８
５
０

万
円
で
、
前
年
度
比
２
・
２
％
、

３
千
５
５
０
万
円
の
減
額
で
、
一

般
会
計
を
合
わ
せ
た
全
会
計
の
当

初
予
算
規
模
は
41
億
７
千
７
５
０

万
円
、
前
年
度
比
０
・
９
％
、
３

千
６
５
０
万
円
の
減
額
と
な
り
ま

し
た
。

（
概
要
に
つ
い
て
は
、
９
面
に
掲

▽ 

平
成
21
年
度
松
野
町
老
人
保
健

特
別
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

は
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に

７
３
０
万
円
を
追
加
し
、
補
正

後
の
総
額
を
８
３
０
万
円
に
す

る
も
の
で
す
。

▽ 

平
成
21
年
度
松
野
町
介
護
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算（
第
３
号
）

は
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
か

ら
３
千
８
０
７
万
３
千
円
を
減

額
し
、
補
正
後
の
総
額
を
４
億

９
千
５
６
３
万
６
千
円
に
す
る

も
の
で
す
。

▽ 

平
成
21
年
度
松
野
町
後
期
高
齢

者
医
療
保
険
事
業
特
別
会
計
補

正
予
算
（
第
１
号
）
は
、
歳
入

歳
出
予
算
の
総
額
か
ら
７
１
１

万
１
千
円
を
減
額
し
、
補
正
後

の
総
額
を
５
千
３
８
８
万
９
千

円
に
す
る
も
の
で
す
。

布
　
　
久
光
　
議
員

◎�

選
挙
公
約
違
反
と
政
治
責
任
に

つ
い
て

○ 

昨
年
７
月
14
日
「
鬼
北
町
松
野

町
合
併
協
議
会
」
は
阪
本
町
長

か
ら
の
申
し
入
れ
を
受
け
、
協

議
会
を
中
止
、
そ
の
後
何
ら
の

　

平
成
21
年
度
補
正
予
算

一 

般 

質 

問
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進
展
も
な
く
去
る
２
月
５
日
同

協
議
会
が
３
月
31
日
付
で
廃
止

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
今

後
は
県
内
最
小
の
自
治
体
と
し

て
当
町
は
大
変
困
難
な
道
を
あ

ら
ゆ
る
面
で
歩
む
こ
と
に
な
り

ま
す
。
平
成
20
年
11
月
16
日
の

町
長
選
で
貴
方
は
「
住
民
投
票

の
結
果
を
尊
重
し
鬼
北
合
併
し

か
な
く
、
最
後
の
仕
上
げ
に
誠

心
誠
意
全
力
で
取
り
組
む
」
と

町
民
へ
訴
え
当
選
し
ま
し
た
。

　 

　
ま
た
、
副
町
長
選
任
に
際
し

て
は
「
鬼
北
町
と
の
合
併
実
現

の
た
め
に
は
土
居
氏
の
手
腕
が

是
非
と
も
必
要
で
あ
り
認
め
て

ほ
し
い
」
と
議
会
へ
訴
え
実
現

し
ま
し
た
。

　 

　
一
方
21
年
１
月
議
会
で
私
の

質
問
に
対
し
「
合
併
は
政
治
生

命
を
か
け
て
取
組
む
、
政
治
は

結
果
責
任
で
あ
り
、
政
治
家
と

し
て
当
然
受
け
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
」
と
力
強
く
決
意
を
述
べ

ま
し
た
。
鬼
北
町
と
の
合
併
が

実
現
で
き
な
く
な
っ
た
現
在
、

政
治
家
と
し
て
結
果
の
責
任
を

当
然
負
う
べ
き
で
あ
り
、
そ
れ

は
町
民
と
議
会
へ
の
約
束
で

す
。
そ
こ
で
伺
い
ま
す
。

・ 

鬼
北
町
と
の
合
併
実
現
不
能
は

選
挙
公
約
違
反
で
あ
る
。

・ 

政
治
家
と
し
て
責
任
を
と
り
、

町
民
へ
の
信
を
問
う
以
上
、
わ

か
り
や
す
く
は
っ
き
り
と
、
具

体
的
に
答
弁
し
て
く
だ
さ
い
。

【
町
長
答
弁
】

　
住
民
投
票
で
合
併
相
手
に
鬼
北

町
を
選
ん
だ
以
上
、
他
の
選
択
肢

は
な
く
、す
で
に
前
町
政
の
中
で
、

合
併
協
議
を
申
し
入
れ
、
合
併
協

議
会
が
設
置
さ
れ
て
、
合
併
協
議

が
進
ん
で
い
た
状
況
の
中
で
、
私

は
、
鬼
北
町
と
の
合
併
実
現
を
公

約
の
最
重
要
課
題
と
し
て
掲
げ
、

取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　
た
だ
、
前
町
政
、
対
立
候
補
者

と
の
公
約
の
違
い
が
あ
り
ま
し

た
。
そ
れ
は
、
民
意
の
鬼
北
町
と

の
合
併
は
進
め
な
け
れ
ば
い
け
な

い
が
、
丸
投
げ
、
棚
上
げ
の
合
併

は
い
け
な
い
と
い
う
こ
と
で
、
問

題
を
整
理
し
な
が
ら
、町
の
た
め
、

町
民
の
た
め
の
納
得
、
円
満
、
悔

い
の
な
い
、
そ
し
て
夢
と
希
望
の

持
て
る
合
併
を
進
め
て
欲
し
い
と

の
願
い
を
公
約
と
し
て
、
信
任
、

負
託
を
受
け
た
も
の
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　
そ
の
基
本
的
な
考
え
の
も
と
、

諸
問
題
に
対
応
す
る
た
め
、
土
居

副
町
長
の
手
腕
力
量
を
必
要
と

し
、
二
人
三
脚
体
制
で
、
合
併
協

議
を
進
め
て
き
ま
し
た
が
、
残
念

な
が
ら
、
人
権
施
策
の
違
い
で
両

町
の
相
互
努
力
に
よ
る
、
調
整
、
合

意
点
は
見
い
だ
せ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
先
送
り
の
難
題
も
抱
え
る
な

か
、
こ
れ
以
上
、
強
引
な
合
併
を

進
め
て
も
、
決
し
て
良
い
形
の
合

併
成
就
は
で
き
ず
、
ま
し
て
や
、

町
内
問
題
を
整
理
し
な
け
れ
ば
、

相
手
町
に
も
、
多
大
の
迷
惑
を
か

け
る
結
果
と
な
り
、
今
回
の
決
断

は
、
将
来
の
合
併
に
望
み
を
つ
な

ぐ
た
め
に
も
や
む
を
得
な
い
苦
渋

の
決
断
で
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
先
の
鬼
北
町
・
松
野
町
合
併
協

議
会
に
お
い
て
、
全
会
一
致
で
協

議
会
の
廃
止
が
確
認
さ
れ
、
今
期

の
鬼
北
町
と
の
合
併
は
成
就
で
き

な
い
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
３
月
８
日
に
は
、
鬼
北
町
議
会

で
合
併
協
議
会
廃
止
が
可
決
さ
れ

ま
し
た
。
そ
の
審
議
の
中
で
、
人

権
業
務
の
認
識
に
つ
い
て
、「
松

野
町
か
ら
申
し
込
ま
れ
た
合
併
で

あ
り
、
松
野
町
側
で
問
題
を
整
理

し
た
上
で
、
合
併
協
議
会
に
臨
む

と
の
姿
勢
で
対
応
し
て
き
た
。」

と
の
鬼
北
町
側
の
合
併
協
議
に
対

す
る
基
本
的
な
考
え
方
が
出
さ
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
は
、今
回
、

人
権
業
務
で
行
き
詰
ま
っ
た
と
は

い
え
、
当
初
か
ら
、
鬼
北
町
と
松

野
町
と
の
間
で
合
併
協
議
に
対
す

る
基
本
的
な
考
え
方
に
、
認
識
の

違
い
、
ズ
レ
が
あ
っ
た
の
で
は
な

い
か
、
と
受
け
止
め
ざ
る
を
得
ま

せ
ん
。

　
私
と
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
、
過

去
の
こ
と
な
ど
は
極
力
控
え
て
ま

い
り
ま
し
た
が
、
し
か
し
、
そ
れ

に
触
れ
な
け
れ
ば
理
解
さ
れ
に
く

い
面
が
あ
る
と
判
断
し
、
あ
え
て

経
過
を
た
ど
っ
て
み
ま
す
と
、
平

成
19
年
５
月
、
合
併
の
相
手
を
決

め
る
住
民
投
票
で
、
鬼
北
町
を
選

び
、
同
年
６
月
、
合
併
協
議
申
入

れ
議
決
、
当
時
の
町
長
、
議
会
代

表
者
で
あ
る
議
長
が
、鬼
北
町
長
、

議
長
に
対
し
て
、
合
併
協
議
の
申

入
れ
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
中

で
、
合
併
協
議
会
か
ら
離
脱
し
た

経
緯
を
謙
虚
に
反
省
し
、
改
め
て

合
併
協
議
の
場
を
設
け
て
い
た
だ

き
た
い
。
ま
た
、
鬼
北
町
議
長
よ

り
、
松
野
町
に
山
積
し
て
い
る
諸

問
題
を
解
決
し
、
合
併
協
議
に
臨

ん
で
ほ
し
い
と
の
要
請
が
あ
っ
た

と
聞
い
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
同
年
７
月
の
臨
時
議
会

で
、
鬼
北
町
長
は
「
合
併
あ
り
き

で
は
な
い
。」
一
方
、
松
野
町
長

は
、「
任
期
中
ま
で
に
合
併
を
成

し
遂
げ
た
い
。」
と
発
言
し
て
い

ま
す
。
同
年
８
月
に
は
、
両
町
の

事
務
、
行
財
政
な
ど
の
実
態
調
査

並
び
に
各
種
調
査
を
行
う
た
め
、

対
策
室
を
設
置
し
、
そ
の
折
、
鬼

北
町
長
は
、「
公
平
な
情
報
を
出

し
て
、
合
併
を
判
断
し
た
い
。」

一
方
、
松
野
町
長
は
、「
諸
問
題

を
整
理
し
、
喜
ん
で
迎
え
ら
れ
る

よ
う
に
努
力
す
る
。」
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
松

野
町
が
抱
え
る
諸
問
題
を
ど
う
把

握
、
反
省
し
、
整
理
し
て
き
た
の

か
、
そ
れ
を
見
過
ご
し
、
棚
上
げ
、

先
送
り
に
し
て
き
た
こ
と
に
、
理

事
者
、
議
会
と
も
ど
も
、
合
併
へ

の
認
識
の
甘
さ
を
指
摘
、
反
省
せ

ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

　
合
併
協
議
を
申
し
入
れ
た
時
点

か
ら
、
真
正
面
か
ら
人
権
問
題

や
、
土
地
改
良
区
の
問
題
、
住
民

訴
訟
事
件
、
そ
の
他
諸
問
題
の
対

応
、
整
理
に
真
剣
に
取
り
組
ん
で

い
た
な
ら
ば
、相
手
町
も
含
め
て
、

町
民
の
理
解
と
認
識
、
協
力
も
あ

る
程
度
得
ら
れ
た
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　
ま
た
、
同
和
問
題
を
は
じ
め
と

す
る
さ
ま
ざ
ま
な
人
権
問
題
に
関

す
る
「
人
権
の
町
づ
く
り
検
証
委

員
会
」
に
よ
る
検
証
に
も
、
議
会

と
も
ど
も
そ
の
責
任
に
お
い
て
、

議
論
努
力
を
す
る
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
こ
と
な
ど
、
私
の
力
不
足

と
合
わ
せ
て
、
今
さ
ら
な
が
ら
に
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残
念
で
す
。

　
今
回
、
町
民
の
願
い
で
あ
る
鬼

北
町
と
の
合
併
が
成
就
で
き
な

か
っ
た
こ
と
は
、
誠
に
申
し
訳
な

く
、
お
詫
び
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。「
合
併
が
で
き
な
か
っ
た
」

と
い
う
そ
の
一
点
を
と
ら
え
る
の

で
は
な
く
、
そ
こ
に
至
る
ま
で
の

経
緯
や
、
町
内
外
の
情
勢
、
合
併

に
は
相
手
が
あ
る
こ
と
な
ど
、
一

連
の
流
れ
の
中
で
、
総
合
的
、
多

角
的
に
分
析
し
、
判
断
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
こ
の

こ
と
は
、
理
事
者
は
も
と
よ
り
、

議
会
も
同
じ
認
識
に
あ
る
べ
き
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
ま
た
、「
政
治
は
結
果
責
任
で

あ
る
」
と
い
う
こ
と
を
申
し
上
げ

た
こ
と
も
事
実
で
す
の
で
、「
合

併
が
で
き
な
か
っ
た
」
こ
と
を
、

結
果
と
し
て
、
多
く
の
町
民
が
私

に
責
任
を
求
め
る
な
ら
ば
、
そ
の

責
め
は
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
思
い
ま
す
。

　
町
長
と
し
て
の
使
命
は
、
こ
の

松
野
町
の
た
め
の
政
治
を
行
う
こ

と
で
あ
り
、
新
た
な
再
出
発
へ
、

議
会
と
町
民
の
三
位
一
体
、
協
働

の
ま
ち
づ
く
り
で
、
小
さ
な
町
な

ら
で
は
の
良
さ
、
特
色
、
魅
力
な

ど
を
守
り
、
伸
ば
し
な
が
ら
、
将

来
展
望
を
切
り
開
い
て
い
く
中

で
、
責
任
の
と
り
方
が
見
い
だ
せ

る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
政
治
家
と
し
て
の
責
任
を
と

り
、
町
民
へ
の
信
を
問
え
と
の
ご

指
摘
で
す
が
、
し
ば
ら
く
の
間
、

単
独
の
ま
ち
づ
く
り
を
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
松
野
町
で
す
。

　
今
か
ら
ど
の
よ
う
に
運
営
、
推

進
し
て
い
く
か
町
民
の
皆
さ
ん
と

意
思
の
疎
通
を
図
り
、
小
さ
く
と

も
、
き
ら
り
と
光
る
夢
と
希
望
の

も
て
る
、
再
生
森
の
国
松
野
町
を

成
す
こ
と
が
、
政
治
結
果
と
し
て

の
責
任
の
と
り
方
で
あ
り
、
総
合

的
な
行
政
運
営
を
通
じ
て
、
町
民

の
皆
さ
ん
に
信
を
問
わ
せ
て
い
た

だ
く
覚
悟
で
す
。

柳
野
　
大
和
　
議
員

◎�

松
野
町
行
財
政
改
革
推
進
つ
い

て
○ 

松
野
町
行
財
政
改
革
の
推
進

は
、
平
成
17
年
度
か
ら
平
成
21

年
度
の
５
ヶ
年
計
画
で
行
財
政

全
般
に
わ
た
り
取
り
組
ま
れ
た

が
、主
に
次
の
事
項
に
つ
い
て
、

改
革
が
未
達
成
の
も
の
と
思
わ

れ
る
が
、
今
後
ど
の
よ
う
な
改

革
を
す
る
の
か
伺
い
た
い
。

１ 

、
工
事
分
担
金
徴
収
基
準
の
見

直
し
に
つ
い
て

２
、
債
務
処
理
の
徹
底
に
つ
い
て

３ 

、
組
織
体
制
、
吉
野
生
支
所
の

廃
止
に
つ
い
て

４
、
保
育
園
の
統
廃
合
に
つ
い
て

５ 

、
審
議
会
等
の
見
直
し
に
つ
い

て
６ 

、
臨
時
職
員
の
見
直
し
に
つ
い

て

【
町
長
答
弁
】

　
本
町
の
行
財
政
改
革
は
、
平
成

17
年
度
か
ら
21
年
度
の
５
箇
年
で

第
４
次
の
行
財
政
改
革
を
推
進
す

る
こ
と
と
し
、
行
財
政
改
革
推
進

プ
ラ
ン
で
具
体
的
な
内
容
を
定

め
、
そ
の
進
捗
状
況
の
確
認
を
行

い
な
が
ら
、
鋭
意
取
り
組
ん
で
き

ま
し
た
。

　
中
で
も
、
目
黒
保
育
園
や
若
葉

寮
の
廃
止
に
つ
い
て
は
、
地
元
部

落
を
は
じ
め
関
係
者
の
皆
さ
ん
の

特
段
の
理
解
と
協
力
に
よ
り
実
施

で
き
た
も
の
で
深
く
感
謝
し
て
い

ま
す
。

　
１
点
目
の
「
工
事
分
担
金
徴
収

基
準
の
見
直
し
に
つ
い
て
」
の
、

が
け
崩
れ
防
災
対
策
事
業
に
つ
い

て
は
、町
内
全
体
で
２
３
３
箇
所
、

う
ち
、事
業
施
行
済
み
が
56
箇
所
、

残
り
が
１
７
７
箇
所
で
す
。

　
県
内
市
町
の
負
担
金
徴
収
状
況

は
、
20
市
町
の
内
、
徴
収
が
17
市

町
、
徴
収
な
し
が
本
町
を
含
む
２

町
、
事
業
該
当
な
し
が
１
町
と

な
っ
て
お
り
、
徴
収
率
に
つ
い
て

も
５
％
〜
24
％
と
市
町
ご
と
に
大

き
く
異
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
県
事
業
で
あ
る
同
種
の

急
傾
斜
地
崩
壊
対
策
事
業
は
、１
・

８
％
の
負
担
金
が
必
要
と
な
っ
て

い
ま
す
が
、
全
額
町
費
の
た
め
受

益
者
負
担
は
生
じ
ま
せ
ん
。

　
両
事
業
は
、
事
業
主
体
は
異

な
っ
て
も
同
じ
目
的
を
持
っ
た
事

業
の
た
め
、
一
方
の
事
業
だ
け
住

民
の
負
担
を
求
め
る
こ
と
は
、
公

平
性
が
保
た
れ
な
い
と
考
え
ま
す
。

　
行
財
政
改
革
推
進
プ
ラ
ン
に
お

い
て
も
工
事
分
担
金
徴
収
基
準
の

見
直
し
が
掲
げ
ら
れ
て
い
ま
し
た

が
、
負
担
金
の
徴
収
を
決
定
し
て

い
た
の
は
、
合
併
に
お
け
る
す
り

合
わ
せ
案
と
し
て
の
方
針
で
あ

り
、
が
け
崩
れ
防
災
対
策
事
業
に

お
け
る
負
担
金
の
徴
収
は
、
現
在

の
と
こ
ろ
実
施
し
な
い
方
針
で
す
。

　
農
林
土
木
分
野
で
は
、
受
益
者

の
生
産
基
盤
の
条
件
整
備
を
主
た

る
目
的
と
し
て
い
る
た
め
、
応
分

の
負
担
を
受
益
者
か
ら
徴
収
す
る

こ
と
を
原
則
と
し
、
同
種
の
事
業

を
実
施
す
る
県
内
市
町
の
動
向
も

参
考
に
し
な
が
ら
、
そ
の
都
度
徴

収
率
を
設
定
し
て
き
ま
し
た
。
今

後
は
、
中
山
間
地
域
総
合
整
備
事

業
な
ど
大
規
模
な
農
林
土
木
事
業

を
予
定
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
工

事
分
担
金
徴
収
条
例
を
制
定
し

て
、
受
益
者
に
公
平
な
負
担
を
お

願
い
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
２
点
目
の
「
債
務
処
理
の
徹
底

に
つ
い
て
」
は
、
税
以
外
の
負
担

金
、使
用
料
等
の
債
務
に
つ
い
て
、

そ
の
処
理
の
徹
底
を
行
う
と
し
て

お
り
、
保
育
料
に
つ
い
て
は
、
平

成
20
年
度
の
決
算
時
に
１
６
８
万

円
の
滞
納
繰
越
金
が
発
生
し
て
い

ま
し
た
が
、
平
成
22
年
３
月
１
日

現
在
、
約
半
分
の
82
万
円
を
収
納

し
て
お
り
、
平
成
19
年
度
、
20
年

度
分
は
す
べ
て
完
納
し
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
平
成
19
年
度
以
前
の
滞

納
繰
越
分
は
、
納
付
誓
約
書
を
交

わ
し
た
上
で
、
定
期
的
な
分
割
納

付
を
し
て
お
り
、
現
年
度
の
滞
納

分
は
、
各
種
手
当
て
等
の
収
入
が

保
護
者
に
支
給
さ
れ
る
際
に
納
付

相
談
を
行
い
、
納
入
促
進
に
つ
な

げ
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
、
保
護
者
の
家
庭
状
況

や
不
安
定
雇
用
の
厳
し
い
実
態
が

あ
り
ま
す
が
、
ね
ば
り
強
く
現
在

の
取
組
を
継
続
し
、
滞
納
額
の
縮

減
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　
町
営
住
宅
の
使
用
料
、
水
道
使

用
料
は
、
滞
納
者
に
対
し
訪
問
及
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ン
グ
や
人
事
異
動
時
の
適
正
な
職

員
配
置
等
を
考
え
合
わ
せ
、
退
職

者
の
欠
員
不
補
充
を
大
原
則
に
必

要
最
小
限
の
補
充
に
努
め
た
結

果
、
集
中
改
革
プ
ラ
ン
・
定
員
適

正
化
計
画
の
目
標
数
値
を
達
成
し

て
い
る
状
況
で
す
が
、
大
幅
な
職

員
数
の
減
や
業
務
の
多
様
化
、
複

雑
化
に
対
応
す
る
こ
と
と
、
地
域

雇
用
の
場
を
提
供
す
る
た
め
、
臨

時
・
嘱
託
職
員
を
雇
用
す
る
こ
と

で
住
民
・
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
維
持

や
地
域
の
活
性
化
に
努
め
て
き
ま

し
た
。

　
今
後
は
、
行
政
組
織
・
機
構
の

改
革
を
実
施
し
、
行
政
経
費
削
減

を
目
指
す
た
め
、
臨
時
・
嘱
託
職

員
数
の
削
減
を
図
り
、
適
正
な
行

政
運
営
を
実
施
す
る
ほ
か
、
業
務

の
見
直
し
や
統
廃
合
・
雇
用
形
態
等

を
含
め
検
討
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
※
町
長
答
弁
は
、
抜
粋
し
て
掲

載
し
て
い
ま
す
。）

【
退
職
者
】
３
月
31
日
付
け

上
田
　
昌
彦
（
教
育
長
）

森
田
　
　
位
（
総
務
課
長
）

木
築
　
由
美
（
教
育
課
長
補
佐
）

岡
　
　
立
子
（
診
療
所
看
護
師
長
）

山
吹
　
悦
子
（
嘱
託
職
員
）

　

役
場
人
事
異
動

び
納
付
相
談
を
行
い
、
聞
き
取
り

に
よ
る
就
業
状
況
・
経
済
状
況
を

確
認
し
、
口
頭
又
は
誓
約
書
に
よ

る
納
付
確
約
を
行
っ
て
き
ま
し
た

が
、
連
絡
が
取
り
づ
ら
く
、
定
期

的
な
訪
問
・
面
会
が
で
き
な
い
場

合
も
あ
り
ま
し
た
。
今
後
の
対
応

と
し
て
は
、
保
証
人
を
交
え
た
交

渉
を
行
い
、
滞
納
原
因
の
分
析
と

分
類
を
行
い
、
定
期
的
な
納
付
計

画
を
立
て
、
強
制
力
の
あ
る
退
去

執
行
・
給
水
停
止
に
つ
い
て
も
検

討
し
て
い
き
ま
す
。

　
住
宅
新
築
資
金
等
貸
付
事
業

は
、
昭
和
49
年
度
か
ら
平
成
８
年

度
ま
で
に
、住
宅
新
築
資
金
84
件
、

住
宅
改
修
資
金
１
０
８
件
、
宅
地

取
得
資
金
65
件
で
、
合
計
２
５
７

件
、
８
億
５
千
80
万
円
の
貸
付
を

行
っ
て
い
ま
す
。
平
成
22
年
２
月

末
現
在
の
元
金
と
利
息
を
含
め
た

滞
納
額
は
、
６
千
８
５
４
万
円
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
滞
納
者
に
は
、
文
書
に
よ
る
督

促
催
告
、
電
話
、
個
別
相
談
会
を

実
施
し
て
、債
務
者
の
情
報
収
集
、

能
力
に
応
じ
た
返
済
方
法
等
に
努

め
て
い
ま
す
が
、
近
年
の
景
気
の

悪
化
、低
迷
に
伴
う
営
業
の
不
振
、

ま
た
収
入
の
減
少
、
病
気
等
に
よ

り
徴
収
事
務
に
困
難
を
き
た
し
て

い
る
の
が
現
状
で
す
。

　
今
後
は
、
滞
納
者
の
実
態
を
把

握
し
た
上
で
、
ケ
ー
ス
に
よ
っ
て

は
連
帯
保
証
人
へ
の
請
求
も
検
討

し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
債
権
回
収
の
た
め
の
抜

本
的
な
対
応
も
必
要
で
あ
り
、
県

内
の
関
係
各
市
町
の
連
携
に
よ
る

滞
納
整
理
機
構
的
な
組
織
の
立
ち

上
げ
の
た
め
の
準
備
会
も
検
討
さ

れ
て
い
る
中
、
法
的
な
措
置
も
検

討
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　
土
地
改
良
区
の
賦
課
金
は
、
土

地
改
良
法
に
基
づ
き
賦
課
金
の
長

期
滞
納
を
町
が
処
理
す
る
よ
う
に

請
求
さ
れ
て
お
り
、
日
本
政
策
金

融
公
庫
か
ら
も
早
急
な
対
応
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
産
業
振
興
課
と
町

民
課
税
務
係
で
は
、
最
終
的
に
は

差
押
さ
え
、
公
売
ま
で
を
視
野
に

入
れ
た
強
制
的
な
処
分
を
検
討
し

て
い
ま
す
。
土
地
改
良
区
が
実
施

し
た
農
地
開
発
事
業
、
ほ
場
整
備

事
業
は
、
実
質
的
に
は
行
政
主
導

で
農
業
の
基
盤
整
備
を
行
っ
た
松

野
町
の
歴
史
に
残
る
大
事
業
で

す
。
事
業
資
金
の
借
入
母
体
で
あ

る
土
地
改
良
区
に
対
す
る
町
の
責

任
は
非
常
に
大
き
く
、
行
政
の
責

務
と
し
て
こ
の
難
問
に
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

　
３
点
目
の
「
組
織
体
制
、
吉
野

生
支
所
の
廃
止
に
つ
い
て
」
は
、

地
域
の
重
要
な
活
動
拠
点
で
あ

り
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
が
懸

念
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
地
区
の
代

表
者
・
地
域
住
民
と
の
慎
重
な
協

議
を
図
り
な
が
ら
、
組
織
・
機
構

の
改
革
等
も
踏
ま
え
対
応
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
４
点
目
の
「
保
育
園
の
統
廃
合

に
つ
い
て
」
は
、
将
来
的
な
就
学

前
児
童
数
の
予
測
や
子
ど
も
の
安

心
・
安
全
な
保
育
環
境
に
重
点
を

お
い
て
、
町
内
の
保
育
所
を
再
編

す
る
取
組
と
し
て
、
平
成
20
年
４

月
に
目
黒
保
育
園
を
松
丸
保
育
園

に
統
合
し
ま
し
た
。

　
来
年
度
入
園
予
定
の
園
児
数

は
、
松
丸
保
育
園
が
94
名
、
吉
野

生
保
育
園
が
20
名
と
、
出
生
率
の

低
下
な
ど
の
原
因
に
よ
り
在
園
児

の
数
は
年
々
減
少
し
て
い
る
状
況

で
、
将
来
も
在
園
児
の
数
が
増
え

る
見
込
み
は
極
め
て
低
い
と
想
定

さ
れ
ま
す
。

　
吉
野
生
保
育
園
は
、
建
物
も
老

朽
化
し
て
お
り
、
安
心
・
安
全
な

保
育
環
境
を
提
供
す
る
た
め
に

も
、
将
来
的
に
は
松
丸
保
育
園
に

統
合
す
る
こ
と
も
考
え
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

　
ど
の
よ
う
な
環
境
が
子
ど
も
た

ち
の
成
長
に
最
良
で
あ
る
か
、
保
護

者
を
は
じ
め
、
地
元
部
落
や
関
係

者
と
十
分
に
協
議
を
行
い
、
対
応

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
５
点
目
の
「
審
議
会
等
の
見
直

し
に
つ
い
て
」
は
、
議
会
か
ら
、

議
会
議
員
が
審
議
会
等
の
委
員
を

兼
ね
る
こ
と
に
よ
り
議
会
で
の
審

議
へ
影
響
が
あ
る
の
で
は
と
の
指

摘
を
受
け
、随
時
見
直
し
を
行
い
、

上
位
法
令
で
定
め
の
あ
る
場
合
等

を
除
き
、
議
会
議
員
が
審
議
会
等

の
委
員
を
兼
務
す
る
こ
と
が
な
い

よ
う
、
町
の
規
則
を
改
正
す
る
こ

と
で
対
応
し
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
議
員
活
動
以
外
に
も

活
動
を
さ
れ
る
中
で
、
各
種
団
体

の
代
表
や
委
員
に
就
任
い
た
だ
い

て
い
る
の
も
事
実
で
あ
り
、
町
政

推
進
で
は
、
法
令
で
必
置
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
審
議
会
等
も
あ

り
、無
理
を
お
願
し
て
い
ま
す
が
、

議
会
議
員
と
い
う
立
場
と
し
て
で

は
な
く
、別
の
見
地
か
ら
も
意
見
・

協
議
を
い
た
だ
き
、
よ
り
良
い
松

野
町
を
つ
く
る
た
め
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

　
６
点
目
の
「
臨
時
職
員
の
見
直

し
に
つ
い
て
」
は
、
本
町
の
正
規

職
員
数
は
、
第
４
次
行
財
政
改
革

大
綱
や
松
野
町
長
期
計
画
、
過
疎

地
域
自
立
促
進
計
画
等
諸
計
画
を

念
頭
に
置
き
、
各
課
と
の
ヒ
ア
リ
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公債費

610,811

（23.3％）

民生費

672,273

（25.7％）

教育費
189,918（7.3％）

総務費

590,045

（22.5％）

　農林水産業費
　164,741（6.3％）

商工費　80,711（3.1％）

消防費　14,397（0.5％）

　　衛生費　102,920（3.9％）

議会費　41,320（1.6％）

その他　7,005（0.3％）

歳　出

２，６１９，０００

単位：千円

土木費
144,859（5.5％）
土木費

144,859（5.5％）

地方交付税

1,525,000

（58.2％）

町　債
278,006
（10.6％）

県支出金
192,807（7.4％）

町　税
253,187
（9.7％）

　　　　　国庫支出金
141,792（5.4％）

諸収入　65,115（2.5％）

　　使用料及び手数料
　　　　　　39,579（1.5％）

地方譲与税
40,000（1.5％）

分担金及び負担金
　32,531（1.2％）

地方消費税交付金　30,000（1.2％）

地方特例交付金　8,400（0.3％）

その他　3,582（0.1％）

自動車取得税交付金　9,001（0.4％）

歳　入

２，６1９，０００

単位：千円

一般会計　26億1,900万円 特別会計　15億5,850万円

平成22年度
全 会 計 一 覧
会 計 名 当初予算額

一 般 会 計
千円

2,619,000

国 民 健 康 保 険
特 別 会 計

585,000

中 央 診 療 所
特 別 会 計

275,000

簡易水道特別会計 94,000

住 宅新築資金等
貸付事業特別会計

16,000

老人保健特別会計 500

介護保険特別会計 521,000

後期高齢者医療保
険事業特別会計

67,000

特 別 会 計 小 計 1,558,500

一般会計・特別会計
合　　計

4,177,500

一般会計歳出〔投資的経費の主なもの〕
単位：千円 　

◆総務費 　がけ崩れ防災対策事業費 30,788

　宇和島地区広域事務組合負担金
　機械器具費

5,340
2,100

　住宅改修費 9,900

◆消防費

◆衛生費 　消防施設費 88

　小型合併処理浄化槽設置費補助金 4,080 ◆教育費

◆農林水産業費 　史跡河後森城跡環境整備事業費 5,232

　有害獣防護施設設置費補助金 1,450 　健康増進センター柔道畳購入費 2,060

　広域基幹林道整備費 20,390 ◆災害復旧費

◆土木費 　史跡河後森城跡災害復旧事業費 10,772

　道路維持費 38,146 ◆その他

　道路新設改良費 47,045 17,128

　県土木建設事業費負担金 1,190

歳　出 歳　入

当 初 予 算 の 概 要
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し
た
。

　
ゴ
ー
ル
前
の
交
流
セ
ン
タ
ー

坂
道
で
、
鬼
城
太
鼓
が
選
手
に

最
期
の
エ
ー
ル
を
お
く
り
完
走

を
称
え
ま
し
た
。

　
閉
会
式
で
は
、
上
位
６
位

ま
で
の
表
彰
の
他
、
各
部
門
21

位
の
選
手
に
ド
リ
ン
ク
ス
ポ
ン

サ
ー
四
国
コ
カ
コ
ー
ラ
ー
ボ
ト

リ
ン
グ
㈱
か
ら
特
別
賞
が
贈
ら

れ
た
ほ
か
、
大
会
ベ
ス
ト
マ
ッ

チ
賞
を
「
松
野
も
も
」
さ
ん
（
香

川
県
）
に
、
ま
た
10
キ
ロ
部
門

に
参
加
し
た
青
木
壯
太
郎
さ
ん

（
88
歳
）
に
最
高
齢
賞
を
贈
り
ま

し
た
。
青
木
さ
ん
は
４
年
連
続

の
受
賞
で
、
会
場
か
ら
も
大
き

な
拍
手
が
わ
き
ま
し
た
。

　
閉
式
の
後 

〝
お
楽
し
み
抽
選

会
〞
で
は
、
協
賛
各
社
・
団
体

提
供
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
大
勢
の

参
加
者
に
贈
ら
れ
ま
し
た
。

【
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
感
謝
】

　
今
回
も
「
体
育
協
会
」
や
「
婦

人
会
」「
交
通
安
全
協
会
」
等

の
途
中
審
判
員
を
は
じ
め
「
生

活
研
究
協
議
会
」
や
「
フ
レ
ン

ド
ま
つ
の
」「
商
工
青
年
部
」

な
ど
各
団
体
の
森
の
国
ア
ピ
ー

ル
や
サ
ー
ビ
ス
提
供
に
支
え
ら

れ
て
無
事
大
会
運
営
が
出
来
ま

し
た
。
協
力
を
い
た
だ
い
た
皆

さ
ん
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

　
ま
た
、
会
場
周
辺
や
コ
ー
ス

沿
道
で
は
交
通
規
制
等
で
ご
迷

惑
を
お
け
し
ま
し
た
。
ご
協
力

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
４
月
４
日
㈰
「
第
21
回
ま
つ

の
桃
源
郷
マ
ラ
ソ
ン
大
会
」
が

ス
ポ
ー
ツ
交
流
セ
ン
タ
ー
を
主

会
場
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
大
会
に
は
３
㎞
・
10
㎞
・
ハ
ー

フ
マ
ラ
ソ
ン
（
２
１
・
０
９
７

５
㎞
）
の
３
コ
ー
ス
・
17
部
門

と
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
部
門
に
過
去

最
高
の
２
５
２
１
人
が
エ
ン
ト

リ
ー
し
ま
し
た
。

　
今
回
初
め
て
の
試
み
と
し
て
、

前
夜
祭
の
カ
ー
ボ
パ
ー
テ
ィ
が

開
か
れ
ま
し
た
。

　
前
夜
祭
で
は
、
遠
距
離
参
加

の
ラ
ン
ナ
ー
と
地
元
ス
タ
ッ
フ

と
の
交
流
会
が
和
や
か
に
行
わ

れ
ま
し
た
。
　

　
大
会
当
日
の
開
会
式
で
は
、

松
野
鬼
城
太
鼓
の
メ
ン
バ
ー
が

力
強
い
演
奏
で
参
加
選
手
を
歓

迎
、
今
年
は
、
南
海
放
送
の
丹

下
真
奈
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
が
選
手

宣
誓
行
い
開
会
式
を
盛
り
上
げ

ま
し
た
。

　
華
吹
雪
の
舞
う
中
、
選
手
の

皆
さ
ん
は
松
野
路
を
懸
命
に
駆

け
抜
け
心
地
よ
い
汗
を
流
し
ま

大会結果一覧表

第
21
回
ま
つ
の
桃
源
郷

　
　
　
マ
ラ
ソ
ン
大
会
開
催

３㎞中学生男子の部

順位 氏　名 市町名 記録
１位 鈴木　健吾 宇和島市  0：09：42
２位 堀部　優太 松 山 市  0：09：48
３位 岡添　大樹 高 知 県  0：09：50
４位 友永　佑夏 高 知 県  0：10：02
５位 横山　拓海 宇和島市  0：10：06
６位 兵頭　喜基 西 予 市  0：10：07

３㎞中学生女子の部
順位 氏　名 市町名 記録
１位 高森　爽楠 西 予 市  0：11：00
２位 上甲　茉奈 西 予 市  0：11：05
３位 仲山　愛美 宇和島市  0：11：11
４位 早川　　愛 愛 南 町  0：11：40
４位 久保田彩弥 宇和島市  0：11：40
６位 山下　唯依 西 予 市  0：11：45

３㎞小学生高学年男子の部
順位 氏　名 市町名 記録
１位 伊藤　聡史 宇和島市  0：10：26
２位 武田　光平 鬼 北 町  0：10：44
３位 野口　大地 高 知 県  0：10：45
４位 飯尾　太一 今 治 市  0：11：09
５位 木村　健人 宇和島市  0：11：10
６位 中島　大和 宇和島市  0：11：13

３㎞小学生高学年女子の部 ３㎞小学生低学年の部 ３㎞男子フリーの部
順位 氏名 市町名 記録 順位 氏名 市町名 記録 順位 氏名 市町名 記録
１位 岡田　佳子 八幡浜市  0：11：19 １位 永尾　元弥 愛 南 町  0：11：51 １位 伊井　裕一 西 予 市  0：10：02
２位 是澤　恵夢 八幡浜市  0：11：32 ２位 清家　　大 鬼 北 町  0：12：08 ２位 河内　勇人 伊 予 市  0：10：08
３位 木村　　幸 今 治 市  0：11：35 ３位 是澤　海夢 八幡浜市  0：12：18 ３位 上岡　　宝 西 予 市  0：10：12
４位 木村　祐実 今 治 市  0：11：37 ４位 山本　竜将 愛 南 町  0：12：29 ４位 伊勢脇厚哉 高 知 県  0：10：48
５位 木村　美里 今 治 市  0：11：40 ５位 上田　芽生 松 山 市  0：12：45 ５位 中　　　一 宇和島市  0：11：17
６位 是澤　彩花 鬼 北 町  0：12：04 ６位 源　　瞳真 西 予 市  0：12：56 ６位 菊地　広大 鬼 北 町  0：11：25
３㎞女子フリーの部 10㎞男子40歳未満の部 10㎞男子40歳以上の部
順位 氏名 市町名 記録 順位 氏名 市町名 記録 順位 氏名 市町名 記録
１位 山内沙弥香 宇和島市  0：11：08 １位 大森　貴之 松 山 市  0：35：08 １位 石川　照夫 伊 方 町  0：35：28
２位 二宮　昌代 西 予 市  0：12：50 ２位 飯尾　靖孝 松 山 市  0：35：40 ２位 佐伯　寿典 松 山 市  0：36：02
３位 森　　麻衣 宇和島市  0：13：26 ３位 浅野　真弘 西 予 市  0：35：57 ３位 渡辺　真次 八幡浜市  0：37：27
４位 小倉　美穂 松 山 市  0：13：35 ４位 白石　明幸 愛 南 町  0：36：10 ４位 岡本　義文 岡 山 県  0：37：45
５位 佐々木美代子 西 予 市  0：14：06 ５位 村上　　徹 今 治 市  0：37：11 ５位 園部　一雄 松 山 市  0：39：26
６位 三好さやか 西 予 市  0：15：24 ６位 竹森　静芳 松 前 町  0：38：20 ６位 中屋　佳吾 松 山 市  0：40：19
10㎞女子40歳未満の部 10㎞女子40歳以上の部 ハーフ男子35歳未満の部
順位 氏名 市町名 記録 順位 氏名 市町名 記録 順位 氏名 市町名 記録
１位 古川　千尋 宇和島市  0：37：00 １位 新堂　祥子 八幡浜市  0：42：42 １位 清水　研光 松 山 市  1：08：08
２位 森崎　聖奈 宇和島市  0：37：27 ２位 山崎はるみ 松 前 町  0：46：19 ２位 寺岡　　誠 西 予 市  1：15：14
３位 栗林紗也香 西 予 市  0：37：44 ３位 越智　明美 今 治 市  0：46：28 ３位 山本　　隼 内 子 町  1：15：53
４位 渡辺　愛理 宇和島市  0：40：50 ４位 豊田久美子 松 山 市  0：48：24 ４位 清家　寛樹 鬼 北 町  1：16：14
５位 檜垣由梨子 松 山 市  0：41：22 ５位 松田紀美代 高 知 県  0：49：56 ５位 高橋　慎吾 西 予 市  1：16：44
６位 實藤　　礼 宇和島市  0：43：16 ６位 吉田美知子 松 山 市  0：50：06 ６位 二宮　史雄 松 山 市  1：17：53
ハーフ男子35～44歳の部 ハーフ男子45～54歳の部 ハーフ男子55歳以上の部
順位 氏名 市町名 記録 順位 氏名 市町名 記録 順位 氏名 市町名 記録
１位 廣光　輝之 高 知 県  1：12：42 １位 武田　元介 宇和島市  1：20：28 １位 桧山　和成 茨 城 県  1：22：13
２位 野間　博之 松 山 市  1：17：27 ２位 伊勢脇清男 高 知 県  1：21：04 ２位 酒井　平雄 愛 南 町  1：24：15
３位 櫻井　俊生 宇和島市  1：17：42 ３位 馬場　貴範 大 洲 市  1：21：40 ３位 梶原　良則 宇和島市  1：25：59
４位 鈴木　正則 四国中央市  1：17：50 ４位 山岡　輝夫 松 山 市  1：23：11 ４位 鎌田　　正 松 山 市  1：28：00
５位 倉松　　誠 高 知 県  1：17：57 ５位 高岡　正直 松 山 市  1：23：25 ５位 沖　　幸治 伊 予 市  1：28：05
６位 松本　清二 西 予 市  1：18：44 ６位 松尾　典良 鬼 北 町  1：25：47 ６位 松田　　正 高 知 県  1：29：20
ハーフ女子40歳未満の部 ハーフ女子40歳以上の部
順位 氏名 市町名 記録 順位 氏名 市町名 記録
１位 村上　史恵 今 治 市  1：26：04 １位 桂　　公子 今 治 市  1：29：30
２位 中川麻衣子 伊 予 市  1：32：11 ２位 川田　洋美 香 川 県  1：34：27
３位 嶋　夏菜子 松 山 市  1：32：45 ３位 毛利　千里 今 治 市  1：35：37
４位 曽我　敬子 内 子 町  1：36：23 ４位 田中　基子 松 山 市  1：38：48
５位 西田　志津 西 予 市  1：36：32 ５位 松本　孝子 松 山 市  1：40：04
６位 沖田　典子 松 山 市  1：37：17 ６位 山下　陽子 松 山 市  1：41：17



２０１０.５月

11

　４月８日㈭に町内の小学校で入学式が行われました。
　西小学校に24名、東小学校に６名、南小学校に１名の新一年生誕生です。
　ワクワク、ドキドキの一年生をみんなで応援してあげましょう。

入学おめでとう!!入学おめでとう!!

南小学校　坂本たかや君をみんなで歓迎
転校生２人も増え13人になりました

東小学校　毛利先生と６人の一年生

西小学校　新１年生24名
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俳
句
ポ
ス
ト
投
句
作
品
優
秀
句
一
覧

（
平
成
二
十
二
年
三
月
投
句
分
）

佳　

作

《
虹
の
森
公
園
》

筍
の
赤
土
付
き
し
ま
ま
売
ら
れ 

鬼
北
町
　
宮
崎
き
く
を

ま
ほ
ろ
ば
の
城
址
の
杜も
り

や
朧
お
ぼ
ろ

月づ
き 

松
野
町
　
駒
山
　
忠
夫

東
風
吹
く
や
坂
の
上
な
る
小
学
校 

鬼
北
町
　
中
尾
　
　
正

《
不
器
男
記
念
館
》

春
の
空
不
器
男
の
家
で
句
を
作
る 

愛
南
町
　
田
下
晋
之
介

春
の
月
思
い
出
語
る
足
湯
か
な 

愛
南
町
　
大
野
　
虎
貴

春
め
き
し
風
の
抜
け
ゆ
く
不
器
男
邸 

鬼
北
町
　
中
尾
　
　
正

行
く
春
や
ケ
ー
ス
の
中
の
不
器
男
の
書 

松
山
市
　
山
内
　
光
子

娘こ

と
二
度
め
不
器
男
生
家
や
桜
の
日 

松
山
市
　
三
木
チ
エ
子

　

葛　
　

句　
　

会　

三
月
例
会　
　

於　

町
民
セ
ン
タ
ー

風
花
の
舞
ひ
合
格
の
子
の
笑
顔  

伊
藤
　
富
子

草
萌
の
庭
駆
け
回
る
子
犬
か
な 

木
下
三
千
恵

春
め
く
や
棚
田
の
里
に
嬰や

や

生
ま
れ 

金
谷
　
重
子

ぽ
こ
ぽ
こ
と
蛤
お
ど
る
炭
火
か
な 

金
谷
　
恵
子

む
づ
か
る
児
負
う
て
出
で
け
り
庭
朧 

金
谷
　
文
恵

逝
き
し
母
偲
べ
ば
紅
の
椿
か
な 

駒
山
　
忠
夫

啓け
い

蟄ち
つ

や
棚
田
ま
と
め
て
売
ら
れ
け
り 

谷
　
き
よ
し

ぼ
ん
ぼ
り
に
浮
か
ぶ
百
年
御
殿
雛 

布
　
　
久
光

峡
里
に
寄
り
添
ひ
生
き
る
春
大
根 

布
　
　
康
江

春
風
や
職
退
い
て
立
つ
峡
の
野
良 

ひ
の
た
い
ら

沢
風
に
ほ
ぐ
れ
そ
め
た
る
花は

な

辛こ

ぶ

し夷 

正
木
　
玲
子

氷
上
を
追
ひ
つ
追
は
れ
つ
風
光
る 

森
田
　
す
み

紅
梅
の
一
夜
の
雨
に
散
り
急
ぎ 

行
定
キ
ヨ
ノ

　

吉　

野　

句　

会　

三
月
例
会　
　

於　

吉
野
生
公
民
館

ゆ
っ
く
り
と
歩
行
訓
練
日
脚
伸
ぶ 

赤
松
　
午
子

お
供
へ
の
膳
も
筍
づ
く
し
か
な 

浅
野
　
雪
子

母
の
碑
に
水
溢
れ
し
め
卒
業
子 

稲
谷
キ
ミ
子

湯
気
上
が
る
筍
飯
や
帰
り
待
つ 

上
田
み
ち
子

春
浅
し
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
地
球
儀
と 

岡
本
　
三
葉 

う
ら
う
ら
と
西
行
櫻
満
開
に 

菊
澤
　
大
和

痛
む
足
引
き
ず
り
登
る
遍
路
径 

竹
内
サ
ダ
子

―
自
生
ツ
ツ
ジ
見
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
開
催
―

松
野
町
ふ
れ
あ
い
交
流

館
展
示
ギ
ャ
ラ
リ
ー
の

利
用
に
つ
い
て

　
松
野
町
ふ
れ
あ
い
交
流
館
展
示

ギ
ャ
ラ
リ
ー
は
、
各
種
団
体
の
芸

術
文
化
作
品
の
展
示
会
や
発
表
の

場
と
し
て
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

　
各
団
体
の
活
動
内
容
等
の
情
報

発
信
の
場
と
し
て
、
是
非
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

利
用
に
関
す
る
問
合
せ
先

　
役
場
産
業
振
興
課 

商
工
観
光

係
…
☎
42
・
１
１
１
６

　
ふ
れ
あ
い
交
流
館 

観
光
案
内

所
…
☎
20
・
５
３
０
７

　
４
月
10
日
㈯
、
河
後
森
城
跡
の

新
城
地
区
を
め
ぐ
る
自
生
ツ
ツ
ジ

見
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
開
催
し
ま
し

た
。
こ
の
地
区
に
は
、
数
千
本
を

数
え
る
自
生
の
ツ
ツ
ジ
が
群
生
し

て
お
り
、
毎
年
４
月
の
中
旬
か
ら

下
旬
に
か
け
て
き
れ
い
な
花
を
咲

か
せ
て
い
ま
す
。
今
年
は
暖
か

か
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
例
年
よ

り
も
開
花
が
早
く
、
通
常
よ
り
も

一
週
間
程
度
早
い
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
日
も
、
木
に
よ
っ
て
は
満

開
の
花
を
咲
か
せ
て
い
る
も
の
も

あ
り
、
参
加
し
た
皆
さ
ん
か
ら
は

「
き
れ
い
」「
す
ご
い
」
と
の
歓
声

が
上
が
り
、
カ
メ
ラ
を
手
に
所
々

で
記
念
撮
影

も
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

今

回

の

ウ
ォ
ー
キ
ン

グ

に

先

立

ち
、
３
月
22

日
に
は
、
町

内
の
小
学
校

を
卒
業
す
る

子
ど
も
た
ち

も
参
加
し
て
自
生
ツ
ツ
ジ
の
苗
を

移
植
す
る
会
も
開
催
し
て
い
ま

す
。
植
物
の
力
を
借
り
て
史
跡
を

保
護
す
る
と
と
も
に
、
自
然
の

花
々
の
美
し
さ
を
楽
し
ん
で
も
ら

う
た
め
の
活
動
で
す
。
今
後
も
こ

の
よ
う
な
活
動
を
続
け
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
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機械等料金（10ａ当たり）

区　分（作業名） 料　　金

荒 起 こ し １２，０００円

中 す き ７，０００円

代 か き １４，０００円

ム ク チ 田 ＋ 代 か き １８，０００円

田 植 え 機 ８，０００円

施 肥 機 付 田 植 え 機 ９，０００円

備考※ 中すき（収穫後２回目以降の耕起）については、
双方話し合いにより料金を決定してください。

　　※ この料金は、あくまで参考とし、受注、発注者円
満に話し合いで取り扱ってください。

※ 農地の貸借は、利用権設定等文書による契約を行いましょう。詳しく
は、農業委員会にお問合せください。

農作業賃金について

農作業受託事業連絡協議会では、

平成22年度の水稲の農作業料金を下記の通りとしました。

機関の名称 請求事由の概要 閲覧年月日 閲覧に係る住民の範囲

社団法人 中央調査社
　会長 若林 清造

平成19年度「宝くじに関する世論調査」
（委託者：財団法人 日本宝くじ協会）

平成19年３月13日 吉野18歳以上の男女19件

株式会社
　ビデオリサーチ
代表取締役社長　　
　木村　武彦

日本たばこ産業株式会社が実施する2009年
「全国たばこ喫煙者率調査」のため
　（委託者：日本たばこ産業　株式会社）

平成21年１月８日
吉野 大正８年５月１日から平成
元年４月30日生まれの男女20件

固定資産税縦覧・閲覧制度について
　縦覧制度については、固定資産課税台帳に代り土地・
家屋価格等縦覧帳簿（所有者・課税標準額・税額等を
除く）による縦覧となり、他の土地や家屋の価格が比
較できるようになります。
　閲覧制度については、従来の固定資産課税台帳によ
る閲覧となりますが、借地人・借家人等の使用・収益
等の権利を有する人も関係書類を提示し閲覧できるよ
うになりました。
【縦覧帳簿の縦覧】
◎期　　間　４月１日㈭から４月30日㈮
　　　　　　 （土・日曜日、祝日を除く午前８時30分か

ら午後５時まで）
◎場　　所　税務収納課
◎対　象　者　 納税者（免税点未満などで納税していな

い人は縦覧できません）
　　　　　　 納税通知書、課税明細書を持参した納税

者の同居親族や納税管理人
　　　　　　 委任状を持参した人（法人の場合は代表

者の押印のある書類）
◎提示書類　 本人を確認できる書類（納税通知書、健

康保険証、運転免許証等）
◎閲覧内容　土地→所在、地番、地目、地積、価格

　　　　　　 家屋→所在、家屋番号、種類、構造、床面積、
価格

◎手　数　料　無料
【課税台帳閲覧・証明】
◎期　　間　４月１日㈭から通年
　　　　　　 （土・日曜日、祝日を除く午前８時30分か

ら午後５時まで）
◎場　　所　税務収納課
◎対　象　者　本人及び同居の親族（印鑑が必要です）
　　　　　　 代理人（委任状等が必要です。法人の場

合は代表者の押印のある書類）
　　　　　　 土地・家屋の貸借権その他で使用・収益

等の権利を有する人（対価が支払われる
もので契約書等権利を示す書類が必要で
す）

◎手　数　料　 有料（縦覧期間４月１日から４月30日ま
でについては無料）

【課税明細書】 
　課税明細書は、納税通知書と同時に４月15日送付済み

※問合せ先　役場税務収納課固定資産係
　　　　　　　　　　　　　　　☎42－１１１２

住民基本台帳の閲覧状況の公表
　住民基本台帳法第11条第３項及び第11条の２第12項、住民基本台帳の一部の閲覧及び住民票の写し等の交付に関
する省令第３条の規定に基づき、下記のとおり公表いたします。

法施行日平成18年11月１日から平成22年３月31日まで

自動車税の納期限は、５月31日です！
　自動車税は、４月１日現在の登録名義人にその
年度分が課税されます。
　納期限を過ぎると、延滞金も併せて納めていた
だくことになりますので、お早めに近くの金融機
関又は地方局で納付してください。
　なお、県の自動車税は納期限内であればコンビ
ニでの支払いが可能ですので積極的にご利用くだ
さい。
　また、障害者の方を対象とした減免制度もあり
ますので、詳しくは南予地方局税務課までお問い
合わせください。

　問合せ先
　愛媛県南予地方局
　☎0895－22－5211㈹　
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森の国ブランド
シンボルマーク決定

　松野の特産品で作っ

た加工品を認定する「森

の国ブランド」のシン

ボルマークを決めるコ

ンテストで、松野西小学校３年の犬飼光輝君の作品が金賞に選

ばれました。

　コンテストは、森の国ブランドを多くの人に知ってもらうた

め、町内の小学生に「森の妖精」をテーマにした作品を募集し

たもので184点が集まりました。金賞に選ばれた犬飼君の作品
は、妖精の顔が虹の森公園でよく探す四つ葉のクローバー、森

を象徴する葉っぱの柄の服を着て、虹の形をした羽で飛び回る

姿をイメージしたもので、エヒメデザイン協会、山内敏功会長

の手直しをうけ正式にデザイン化されます。今後は「森の国ブ

ランド」推進のため虹の森公園の売店で使う包装紙などに印刷

されて使用していく予定です。

【入賞者】
　�　金賞：松野西小学校３年　犬　飼　光　輝
　　銀賞：松野西小学校５年　山　本　幸　音
　　銅賞：松野東小学校６年　藤　岡　香穂里

　おさかな館の初のペンギンの産卵が確認で

きました。卵を産んだのは、オスで４歳のアー

スとメスで３歳のエルのペアーです。

　２日ほどエサも食べず、巣から一歩も出て

こないので、もしやと思い、動かないエルを

そっとどかすと卵が見えました。鶏より一回

り大きい印象を受けました。 
　記録している映像を確認すると、３月30日
の午前２時41分頃生んでいるのが確認できま
した。

　孵化日数は、42日。順調に行くと、５月10
日頃には、かわいい雛が誕生します。 巣の中
で卵を抱いている様子は、館内のライブカメ

ラで見ることが出来ます。うまくいけば孵化

の瞬間を見ることができるかもしれませんよ。

第百十章　ペンギン産卵

おさかな館だより

  

政ま
さ

石い
し

さ
ん
か
ら
の
伝
言
④

　
入
に
ゅ
う

学が
く

、
進し
ん

級き
ゅ
うで
希き

望ぼ
う

い
っ
ぱ
い
の
新し
ん

学が
っ

期き

が
始は
じ

ま
り

ま
し
た
。
進し
ん

学が
く

や
就
し
ゅ
う

職し
ょ
くで
ふ
る
さ
と
松ま
つ

野の

町ち
ょ
うを
巣す

立だ

ち
、

自じ

分ぶ
ん

の
夢ゆ
め

を
実じ
つ

現げ
ん

さ
せ
よ
う
と
が
ん
ば
っ
て
い
る
人ひ
と

も

多お
お

い
と
思お
も

い
ま
す
。
し
か
し
、
ハ
ン
セ
ン
病
び
ょ
う

に
か
か
っ

た
人ひ
と

は
、
人じ
ん

生せ
い

こ
れ
か
ら
の
子こ

ど
も
で
あ
ろ
う
と
若わ
か

者も
の

で
あ
ろ
う
と
…
、
強
き
ょ
う

制せ
い

的て
き

に
ふ
る
さ
と
を
追お

わ
れ
、
二に

度ど

と
帰
る
こ
と
が
で
き
な
い
人ひ
と

が
ほ
と
ん
ど
で
し

た
。
差さ

別べ
つ

に
よ
っ
て
人じ
ん

生せ
い

を
奪う
ば

わ
れ
、
生
し
ょ
う

涯が
い

隔か
く

離り

を
強し

い
ら
れ
ま
し
た
。
差さ

別べ
つ

は
人ひ
と

が
行
お
こ
な

う
も
の
で
す
。
差さ

別べ
つ

に
よ
っ
て
、人ひ
と

が
人ひ
と

の
一い
っ

生し
ょ
うを
奪う
ば

っ
た
り
、め
ち
ゃ

く
ち
ゃ
に
し
た
り
す
る
こ
と
な
ど
許ゆ
る

さ
れ
ま
せ
ん
。
こ
れ
か
ら
も
決け
っ

し
て
許ゆ
る

し

て
は
い
け
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に
、
私
わ
た
し

た
ち
は
、
松ま
つ

野の

町
ち
ょ
う

出
し
ゅ
っ

身し
ん

の
政ま
さ

石い
し

さ
ん
を

忘わ
す

れ
ず
、
そ
の
生い

き
方か
た

に
学ま
な

ぼ
う
と
し
て
い
ま
す
。

  

私わ
た
しが
青せ
い

松
し
ょ
う

園え
ん

で
政ま
さ

石い
し

さ
ん
と
出で

会あ

っ
た
と
き
、「
も
う
松ま
つ

野の

に
は
帰か
え

れ
ま
せ
ん
」

と
お
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。
そ
の
と
き
、
政ま
さ

石い
し

さ
ん
は
体た
い

力り
ょ
くの
衰
お
と
ろ

え
を
感か
ん

じ
て
お

ら
れ
ま
し
た
。
そ
れ
は
、「
も
っ
と
早は
や

け
れ
ば
、
帰か
え

る
こ
と
も
で
き
た
。
行い

き
た

い
と
こ
ろ
に
も
行い

け
、
や
り
た
い
こ
と
も
で
き
た
。
け
れ
ど
、
奪う
ば

わ
れ
た
時じ

間か
ん

や
人じ
ん

生せ
い

は
戻も
ど

ら
な
い
。」
と
お
っ
し
ゃ
っ
た
よ
う
に
も
感か
ん

じ
ま
し
た
。
穏お
だ

や
か
な

話は
な

し
ぶ
り
で
、
泣な

き
言ご
と

や
恨う
ら

み
を
言い

わ
れ
な
い
方か
た

で
し
た
が
、
差さ

別べ
つ

を
憎に
く

む
気き

持も

ち
は
静し
ず

ま
ら
ず
、
苦く
る

し
み
は
癒い

え
な
か
っ
た
は
ず
で
す
。
最さ
い

愛あ
い

の
母は
は

親お
や

を
差さ

別べ
つ

で
な
く
し
、「
今い
ま

な
ら
母は
は

も
死し

な
ず
に
す
ん
だ
。
ぼ
く
だ
っ
て
ど
う
だ
っ
た
か

わ
か
ら
な
い
。
…
こ
の
思お
も

い
は
、差さ

別べ
つ

が
な
く
な
っ
た
と
き
癒い

え
る
だ
ろ
う
。」と
、

あ
る
人ひ
と

に
呟
つ
ぶ
や

か
れ
て
い
ま
す
。

　
政ま
さ

石い
し

さ
ん
が
、
療
り
ょ
う

養よ
う

所し
ょ

に
入
に
ゅ
う

所し
ょ

さ
れ
て
い
る
他ほ
か

の
大だ
い

部ぶ

分ぶ
ん

の
方か
た

と
違ち
が

う
の
は
、

親し
ん

戚せ
き

や
友ゆ
う

人じ
ん

が
青せ
い

松
し
ょ
う

園え
ん

を
し
ば
し
ば
訪た
ず

ね
ら
れ
、
御ご

自じ

身し
ん

も
入
に
ゅ
う

所し
ょ

28
年ね
ん

目め

に
帰き

郷き
ょ
うを
果は

た
さ
れ
た
こ
と
で
す
。
親し
ん

戚せ
き

の
方か
た

や
松ま
つ

野の

町ち
ょ
うの
幼
お
さ
な

な
じ
み
や
お
知し

り
合あ

い
の
方か
た

の
温
あ
た
た

か
さ
を
感か
ん

じ
ま
す
。
ま
た
、
差さ

別べ
つ

に
屈く
っ

し
な
い
生い

き
方か
た

を
さ
れ
て

い
る
方か
た

々が
た

な
の
だ
と
思お
も

い
ま
す
。
松ま
つ

野の

町
ち
ょ
う

民み
ん

と
し
て
学ま
な

ぶ
べ
き
こ
と
で
す
。

　
政ま
さ

石い
し

さ
ん
は
、
昨さ
く

年ね
ん

４
月が
つ

11
日に
ち

、
青せ
い

松
し
ょ
う

園え
ん

で
85
歳さ
い

の
生
し
ょ
う

涯が
い

を
終お

え
ら
れ
ま
し
た
。

あ
の
言こ
と

葉ば

通ど
お

り
、
晩ば
ん

年ね
ん

ふ
る
さ
と
松ま
つ

野の

へ
帰か
え

ら
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。（
帰か
え

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。）
今い
ま

、「
人じ
ん

生せ
い

を
奪う
ば

う
差さ

別べ
つ

に
対た
い

し
て
、

あ
な
た
は
ど
う
闘
た
た
か

っ
て
い
ま
す
か
？
」
と
自じ

分ぶ
ん

に
問と

わ
れ
て
い
る
気き

が
し
ま
す
。

私わ
た
しに
と
っ
て
の
差さ

別べ
つ

と
の
闘
た
た
か

い
は
、
政ま
さ

石い
し

さ
ん
の
生い

き
方か
た

や
差さ

別べ
つ

の
現げ
ん

実じ
つ

に
学ま
な

ぶ
こ
と
、
み
ん
な
に
伝つ
た

え
、
つ
な
が
る
こ
と
で
す
。

　
政ま
さ

石い
し

さ
ん
の
生い

き
方か
た

を
広ひ
ろ

く
知し

っ
て
も
ら
い
、
そ
こ
か
ら
学ま
な

ぼ
う
と
、
町
ち
ょ
う

民み
ん

セ

ン
タ
ー
「
政ま
さ

石い
し

蒙も
う

文ぶ
ん

庫こ

」
に
政ま
さ

石い
し

さ
ん
の
文ぶ
ん

や
資し

料り
ょ
うを
集あ
つ

め
、公こ
う

開か
い

し
て
い
ま
す
。

松
野
西
小
学
校
　
人
権
・
同
和
教
育
主
任
　
酒
井
　
節
子

人
権の広場
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森
の
国
さ
く
ら
の
会
発
足

　
３
月
25
日
㈭
に
虹
の
森
公
園
の

レ
ス
ト
ラ
ン
遊
鶴
羽
で
、
イ
ノ
シ

シ
や
シ
カ
の
肉
を
使
っ
た
ジ
ビ
エ

料
理
の
試
食
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　
松
野
町
で
は
、
有
害
鳥
獣
の

農
作
物
被
害
が
増
大
す
る
中
、

四
万
十
市
と
の
連
携
で
防
護
柵
の

設
置
や
捕
獲
、
集
落
環
境

の
改
善
対
策
を
進
め
て
い

ま
す
が
、
中
で
も
ニ
ホ
ン

ジ
カ
の
生
息
頭
数
は
、
狩

猟
者
の
減
少
な
ど
で
増
え

続
け
て
い
ま
す
。
イ
ノ
シ

シ
と
違
い
捕
獲
さ
れ
た
シ

カ
の
ほ
と
ん
ど
が
埋
設
処

理
さ
れ
て
い
る
の
が
現
状

で
す
。
　
　

　
そ
こ
で
、
シ
カ
の
肉
を

イ
ノ
シ
シ
と
合
わ
せ
て
地

域
資
源
と
し
て
有
効
活
用

し
、
捕
獲
量
を
高
め
る
こ

と
を
目
的
に
ジ
ビ
エ
調
理

の
開
発
に
取
り
組
む
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　
今
回
の
試
食
会
に
は
、

松
山
で
レ
ス
ト
ラ
ン
を
開

業
し
て
い
る
フ
ラ
ン
ス
人

シ
ェ
フ
、
ト
ネ
ト
・
フ
ィ

リ
ッ
プ
さ
ん
と
森
の
国
ホ

テ
ル
田
村
料
理
長
の
工
夫

を
こ
ら
し
た
ジ
ビ
エ
料
理

まちのわだい

ジ

ビ

エ

料

理

試

食

会

が
テ
ー
ブ
ル
い
っ
ぱ
い
に
並
べ
ら

れ
ま
し
た
。

　
テ
リ
ー
ヌ
や
、
パ
イ
、
パ
ス
タ
、

シ
カ
肉
の
ロ
ー
ス
ト
、
ハ
ン
バ
ー

グ
な
ど
11
品
目
の
料
理
は
、
地
元

の
観
光
関
係
者
や
飲
食
業
者
、
猟

友
会
員
、
有
害
鳥
獣
防
止
対
策
協

議
会
の
メ
ン
バ
ー
に
供
さ
れ
ま
し

た
。

　
野
生
の
鳥
獣
に
は
独
特
の
臭
い

が
あ
り
料
理
に
は
様
々
な
工
夫
が

な
さ
れ
ま
す
。

　
参
加
し
た
皆
さ
ん
は
フ
ラ
ン
ス

料
理
の
見
栄
え
と
プ
ロ
の
味
付
け

に
感
銘
を
受
け
た
様
子
で
、
写
真

を
写
し
た
り
感
想
を
述
べ
な
が
ら

料
理
を
味
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

　
今
後
は
、
森
の
国
ホ
テ
ル
や
レ

ス
ト
ラ
ン
を
は
じ
め
町
内
の
飲
食

店
で
の
料
理
提
供
を
進
め
て
い
く

予
定
で
す
。

　
有
害
鳥
獣
対
策
の
一
環
と
し
て

大
き
な
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま

す
。

ジ
ビ
エ
料
理
っ
て
な
に
？
　

　
フ
ラ
ン
ス
料
理
で
の
用
語
で
食
材

と
し
て
捕
獲
さ
れ
た
野
生
の
鳥
獣
を

使
っ
た
料
理
で
す
。

　
主
に
鴨
・
野
う
さ
ぎ
・
う
ず
ら
・

雉
な
ど
か
ら
大
型
で
は
、
鹿
や
イ
ノ

シ
シ
を
用
い
ま
す
。

「
お
し
ゃ
れ
教
室

パ
ー
ト
Ⅱ
」

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で

は
〝
元
気
を
み
つ
け
る
教
室
〞
の

ひ
と
つ
と
し
て
昨
年
に
引
き
続
き

「
お
し
ゃ
れ
教
室
パ
ー
ト
Ⅱ
」
を

開
き
ま
し
た
。

　
美
容
師
さ
ん
か
ら
、
基
本
的
な

お
化
粧
の
方
法
と
眉
の
整
え
方
、

顔
の
血
流
を
良
く
す
る
マ
ッ
サ
ー

ジ
の
仕
方
な
ど
を
学
び
ま
し
た
。

感
じ
の
よ
い
お
化
粧
法
を
学
ん
だ

参
加
者
か
ら
は
、「
こ
の
ま
ま
何

処
か
へ
お
出
か
け
し
よ
う
か
」
と

素
敵
な
笑
顔
が
輝
き
ま
し
た
。

　
き
れ
い
に
な
る
こ
と
は
、
人
に

会
い
た
く
な
る
、
出
か
け
た
く
な

る
と
い
う
気
持
ち
の
変
化
に
つ
な

が
る
よ
う
で
す
。

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、

地
域
住
民
（
主
に
高
齢
者
）
の
自

立
し
た
生
活
を
支
援
す
る
機
関
で

す
。
こ
れ
か
ら
も
、
住
み
慣
れ
た

地
域
で
心
豊
か
に
暮
し
て
い
く
た

め
の
楽
し
い
教
室
を
企
画
し
て
い

き
ま
す
。
ご
意
見
、
ご
要
望
が
あ

れ
ば
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に

お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

　
☎
４
２
・
０
７
０
８

眉を整えるだけでようなるなぁ

　
４
月
10
日
、
森
の
国
さ
く
ら
の

会
が
発
足
し
ま
し
た
。

　
こ
の
会
は
、
住
民
と
行
政
の
協

働
に
よ
る
花
と
緑
の
ま
ち
づ
く
り

を
め
ざ
し
設
立
す
る
こ
と
に
な
っ

た
も
の
で
、
当
日
は
約
60
人
が
参

加
し
設
立
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　
町
長
あ
い
さ
つ
の
後
、
設
立
委

員
会
を
代
表
し
て
金
谷
裕
美
委
員

か
ら
、
桜
は
春
の
風
物
詩
と
し
て

人
々
に
愛
さ
れ
て
い
る
と
い
う
背

景
や
、
子
や
孫
の
時
代
に
美
し
い

ふ
る
里
、
穏
や
か
で
平
和
に
暮
ら

せ
る
郷
土
を
残
し
て
い
こ
う
と
い

う
願
い
を
込
め
本
会
を
設
立
し
、

ま
ち
づ
く
り
へ
行
動
を
起
こ
し
て

い
こ
う
と
い
う
主
旨
が
説
明
さ
れ

ま
し
た
。

　
続
い
て
議
事
の
中
で
、
規
約
の

内
容
が
審
議
さ
れ
、
役
員
の
選
任
、

事
業
計
画
、
収
支
予
算
に
つ
い
て
原

案
ど
お
り
承
認
さ
れ
、
会
が
正
式
に

発
足
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
総
会
の
後
に
、
愛
媛
緑
研
樹
木

医
事
務
所
代
表
の
森
本
政
敏
先
生

か
ら
「
桜
の
話
」
と
題
し
た
、
桜

の
事
例
紹
介
と
病
害
虫
の
治
療
方

法
な
ど
の
講
演
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
参
加
し
た
皆
さ
ん
は
、
今
後

の
活
動
の
参
考
に
な
る
貴
重
な
お

話
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　
森
の
国
さ
く
ら
の
会
で
は
、
今

回
正
式
に
会
が
発
足
し
た
こ
と
に

伴
い
、
こ
れ
か
ら
具
体
的
な
計
画

を
立
て
て
活
動
に
取
り
組
ん
で
い

く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

【
森
の
国
さ
く
ら
の
会
役
員
】

（
敬
称
略
）

　
会
　
長
　
　
日
平
　
治
男

　
副
会
長
　
　
増
田
　
善
吉

　
　
〃
　
　
　
谷
　
　
　
清

　
監
　
事
　
　
加
藤
　
勝
恵

　
　
〃
　
　
　
金
谷
　
裕
美

　
事
務
局
長
　
成
川
　
良
洋

　
会
　
計
　
　
友
岡
　
　
純

　
随
時
会
員
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
興
味
の
あ
る
方
は
、
桜
の
会

事
務
局
へ
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

【
森
の
国
さ
く
ら
の
会
事
務
局
】

　
松
野
町
役
場
建
設
環
境
課
内

　
☎
４
２
・
１
１
１
５

花
と
緑
の
ま
ち
づ
く
り
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犬・ねこの引取は有料です
　安易な飼養放棄の抑制、終生飼養の推進のため、次
のとおり有料となっています。

　　　　◇所有者の判明しない場合に限り、無料です。
○ 手数料は、愛媛県収入証紙（愛媛県収入証紙売りさ
ばき所で販売）で納入してください。

○引取りの場所・時刻
　　松野町役場　毎週木曜日　８時30分から10時まで
○ 犬の場合は、引取りに際し、鑑札と狂犬病予防注射
済票を持参してください。

問合せ先　建設環境課　☎42－1115

◆
と
　
き
　
５
月
10
日
㈪

　
　
　
　
　
午
前
10
時
〜
正
午

◆
と
こ
ろ
　 
松
野
町
　
町
民
セ
ン

タ
ー
　
婦
人
室

◆
内
　
容
　 
行
政
に
関
す
る
苦
情

や
要
望

◆
相
談
員
　 

有
馬
節
男
（
行
政
相

談
員
）

◆
相
談
料
　
無
料

◆
と
　
き
　
５
月
10
日
㈪

　
　
　
　
　
午
前
10
時
〜
正
午

◆
と
こ
ろ
　 

松
野
町
　
町
民
セ
ン

タ
ー
　
老
人
室

◆
内
　
容
　 

心
配
ご
と
・
法
律
相

談

◆
相
談
員
　 

民
生
児
童
委
員

◆
相
談
料
　
無
料

　﹇
行
政
相
談
﹈

お
知
ら
せ
コ
ー
ナ
ー

　﹇
心
配
ご
と
相
談
﹈

生後91日以上の犬・ねこ １頭（匹）につき 2,000円
生後91日未満の犬・ねこ １頭（匹）につき 400円

　
西
南
四
国
歴
史
文
化
研
究
会
松

野
支
部
で
は
、
近
藤
俊
文
医
師
に

よ
る
講
演
会
を
開
き
ま
す
。

　
宇
和
島
市
立
病
院
長
と
し
て
長

年
活
躍
さ
れ
た
近
藤
先
生
が
、
知

っ
て
お
き
た
い
健
康
上
の
課
題
と

対
策
に
つ
い
て
お
話
を
さ
れ
ま
す
。

　
現
在
、
広
小
路
診
療
所
に
勤
務

さ
れ
マ
ラ
ソ
ン
ラ
ン
ナ
ー
と
し
て

も
活
躍
さ
れ
て
い
る
近
藤
先
生
の

講
演
会
に
是
非
、
ご
参
加
く
だ
さ

い
。

　
受
講
は
無
料
で
す
。

◆
と
　
き
　
５
月
８
日
㈯

　
　
　
　
　
午
後
１
時
40
分
〜

◆
と
こ
ろ
　 
町
民
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
二
階
　
大
会
議
室

◆
演
　
題
　 「
健
康
東
西
南
北
」

講
演
会
の
お
知
ら
せ

●廃品回収のトラブルについて
　 　「不用になった電化製品や家具を回収します」とトラッ
クでアナウンスしながら巡回している廃品回収業者との
トラブルが報告されています。
　 　回収を依頼したところ、法外な料金を請求されたり、
料金を支払っても領収書がもらえないなどのトラブルの
ほか、回収業者が契約書や連絡先を渡さないため、被害に
遭っても連絡できないなどの問題もあり注意が必要です。

●被害にあわないために
　☆ 粗大ごみや不用品の処分は市町のルールに従いましょ
う。粗大ごみに出せない家電用品やパソコンなどの処
分についてわからない場合は、市町に確認しましょう。

　☆ 安易に廃品回収業者に処分を依頼することは、トラブ
ルや不法投棄の元になりやすいので注意しましょう。

　☆ 一般家庭の廃棄物処理を行うには許可が必要です。業
者が回収に来た場合は、市町に許可の有無を確認しま
しょう。

　☆ 廃品回収サービスで、訪問販売や電話勧誘販売などで
契約した場合は、契約書を受け取った日から８日以内
なら、クーリング・オフすることができます。

　☆ 廃品回収に関して何か心配なことがありましたら、下
記の相談窓口までご相談ください。

【消費生活に関する相談窓口】
　松野町産業振興課 ☎0895－42－1116
　愛媛県消費生活センター ☎089－925－3700

《愛媛県消費生活センターからのお知らせ》
　消費者情報プラザのホームページを

リニューアルしました！
　消費生活に関する情報、くらしに役立つ
様々な情報を提供しています。

http://www.pref.ehime.jp/ecc/index.html

廃品回収にご注意！！平成22年度 愛媛県交通事故相談所
交通事故相談所の
名称及び所在地等

相談所の
開設日時

弁　護　士
在所日時

愛媛県交通事故相談所
（場　所）愛媛県庁

第２別館１階
（電　話）089-941-2111

（内線5586）
（住　所）松山市一番町４

丁目４番地２

（担当課）消防防災安全課

交通安全推進係

（電　話）089-912-2321

又は941-2111

県の休日を除く

毎日

（受付時間）

９時から15時まで

（相談時間）

９時から16時まで

原則、毎月

第１、第３

金　曜　日

13時から16時まで

　（相談員への

　事前相談が

　必要です。）

○ 損害賠償額相談等の場合、あらかじめ準備いただくと相
談がすすめやすいもの
　１　交通事故証明書の写し

　２　事故状況の資料、事故現場の略図

　３　負傷の内容、程度及び治療の経過（入院・通院の日数）

　４　事故関係者の年齢・職業・月収または年収

　５　自賠責保険証明書の写し、任意保険の加入状況資料

　６　 保険会社からの通知、説明文書など相談の際に参考

となるもの

◇引取りを依頼する前に
　　・ どうしても飼い続けることができませんか、もう一

度考えてください。
　　・新しい飼い主をさがしてください。
　◇ 引取られた犬・ねこの大部分は、殺処分されてしまいま

す。
　◇ 不幸な動物を増やさないために、

不妊・去勢手術を受けさせましょう。
　◇ 動物を捨てることは犯罪です
　 ペットは大切な家族の一員です。
　愛情をもって終生飼いましょう。
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生
後
90
日
を
越
え
た
犬
は
、
登
録
と

年
１
回
の
予
防
注
射
を
受
け
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
登
録
は
１
回
限
り
で
す
。

登
録
し
た
犬
の
所
在
地
や
所
有
者
が
変

わ
っ
た
場
合
、
ま
た
、
犬
が
死
亡
し
た

場
合
は
役
場
建
設
環
境
課
へ
届
け
出
て

下
さ
い
。（
鑑
札
を
返
還
し
て
く
だ
さ

広見川水系水質検査結果

※ 生活環境の保全に関する環境基準（類型Ａ）利用目的の適応性は、水道２級、水産１級、水浴が出来るものを基
準値に設定 の部分が水質基準に適合していない箇所です。

　 生活環境保全に係る水質基準に適合していない項目があります。特に、大腸菌群数については、家庭から排出さ
れる生活排水が原因と考えられます。

「みんなの川です、川を汚さないようにしましょう。」
水素イオン濃度（ＰＨ）… … … … … … 酸性、アルカリ性を示す指標で、７は中性を表し、これより値が大きくなるほ

どアルカリ性が、これより値が小さくなるほど酸性が強くなる。

溶存酸素量（ＤＯ）… … … … … … … …  有機物を酸化し安定な形とするため必要とされる酸素が水に溶けている量で
ある。

生物化学的酸素要求量(ＢＯＤ) 　…  …  水中にある有機物を、好気性微生物が分解するときに消費する溶存酸素の量。
（多いほど水質の汚濁度が高い。）

浮遊物質（ＳＳ）… … … … … … … … …  溶けないで水中に浮遊している濁りの成分、数値が高いほど水が濁っている。
有機物等　 … … … … … … … … … … … … 有機物等による汚染の度合いを表したもの。
濁度　… … … … … … … … … … … … … … 水の濁りの程度を数値で表したもの。
大腸菌群数　 … … … … … … … … … … …  し尿、下水、排水をはじめ土壌、河川、地下水、など広範囲に存在する。糞

便汚染や病原性混入の可能性もあるので、汚濁の指標とされている。

 
犬
の
登
録
（
鑑
札
）
と
狂
犬
病
予
防
注
射
を

 

必
ず
う
け
ま
し
ょ
う
。

い
。）

※ 

迷
い
犬
を
探
す
時
は
、
早
め
に
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

※ 

当
日
は
、
費
用
（
つ
り
銭
の
い
ら
な

い
よ
う
に
）・
ウ
ン
チ
袋
・
案
内
は

が
き
（
登
録
犬
の
み
通
知
）
を
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。

平成22年度　畜犬登録および狂犬病予防注射集合実施日程表

　
◎どの会場でも受けられます。会場で受けられない場合は、動物病院で接種後、狂犬病予防注射済票の交付を受けてください。

月日曜日 時　　間 場　　　　　所 月日曜日 時　　間 場　　　　　所

５
月
６
日
㈭

8：50～　8：55 吉 野 葛 川 集 会 所

５
月
７
日
㈮

8：40～　8：45 豊岡前 吹 野 々 住 宅 前

9：00～　9：05 〃 葛 川 県 境 8：50～　8：55 冨　岡 古 市 場 集 会 所

9：10～　9：25 蕨 生 谷 口 集 会 所 9：00～　9：15 〃 地 吉 集 会 所

9：30～　9：40 〃 真 土 集 会 所 9：20～　9：30 〃 久 米 地 橋

9：45～10：05 〃 鈴 井 集 会 所 9：35～　9：45 〃 山 本 賢 一 宅 前

10：10～10：20 〃 伊 井 公 園 前 9：55～10：00 上家地 豊 田 橋

10：25～10：35 吉 野 梁 瀬 集 会 所 前 10：05～10：10 〃 松 岡 綾 子 宅 前

10：40～11：00 〃 吉 野 生 公 民 館 10：15～10：20 〃 浅 井 侃 宅 前

11：05～11：35 〃 西住宅前三叉路 10：35～10：40 目　黒 国 木 谷 バ ス 停

11：40～11：50 松 丸 森の国ふれあいセンター 10：45～10：55 〃 浅 辺 橋

13：05～13：25 延野々 野 尻 集 会 所 11：00～11：10 〃 西 の 川 橋

13：30～13：40 〃 光 盛 友 義 宅 前 11：15～11：25 〃 上 目 黒 集 会 所

13：45～14：00 〃 延 野 々 集 会 所 11：30～11：45 〃 基幹集落センター

14：15～14：20 奥野川 下 組 梨 谷 入 口 13：10～13：25 豊岡前 河 之 内 集 会 所

14：25～14：30 〃 本 村 集 会 所 下 13：30～13：40 〃 豊 岡 公 民 館

14：35～14：40 〃 中 組 集 会 所 13：45～14：00 〃 竹 内 一 夫 宅 前

14：45～14：50 〃 野 中 雅 良 宅 前 14：05～14：10 豊岡後 宮 川 集 会 所

14：55～15：00 〃 上 組 成 川 橋 14：25～14：30 〃 松 岡 一 徳 宅 前

15：05～15：15 蕨 生 井 上 忠 宅 前 14：35～14：40 〃 池 の 端

15：20～15：30 〃 奥 内 集 会 所 14：45～14：55 〃 松 野 町 隣 保 館

15：35～15：40 〃 山 本 勇 宅 前 15：00～15：05 〃 豊 岡 後 集 会 所

15：45～15：50 〃 藤 井 希 一 宅 前 15：10～15：20 延野々 五 郎 丸 集 会 所

15：55～16：05 〃 延 行 集 会 所 15：25～16：00 松　丸 役 場 前

河川名
項 目

水素イオン濃度
（ＰＨ）

浮遊物質
（ＳＳ）

生物化学的酸素要求量
（ＢＯＤ）

有機物等
（KMnＯ4） 濁　　度

溶存酸素量
（ＤＯ）

大腸菌群数

観測点・基準値 6.5以上～ 8.5以下 25㎎/ℓ以下 2.0㎎/ℓ以下 10.0㎎/ℓ以下 ２度以下 7.5㎎/ℓ以上 1,000MPN/100ｍℓ以下

広見川

五 郎 丸 橋 7.52 5 1.67 2.8 1.7 12.24 5,400
大 門 橋 7.56 5 1.44 2.7 1.6 12.31 1,400
真 土 橋 7.31 5 1.33 3.5 1.7 11.68 9,200

鰯 川 鰯 川 河 口 7.25 3 0.93 1.9 1未満 11.77 3,500
石ヶ内川 豊 岡 め が ね 橋 7.47 6 1.17 2.6 1.6 11.84 9,200
延行川 谷 口 橋 7.49 5 1.15 1.8 1.7 12.03 5,400
奥野川 奥 野 川 河 口 7.41 4 0.88 1.5 1未満 12.02 630
堀切川 Ｊ Ｒ 鉄 橋 7.41 3 0.95 1.5 1未満 12.05 1,700
目黒川 寺 橋 7.01 3 0.98 1.7 1未満 12.05 170

採水日平成22年２月17日
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◇世帯数 1,952世帯（＋２世帯）
◇総人口  4,508人  （－18人）
男2,145人　　女2,363人
（３月中の異動）

  出生   ４ 人  死亡    ２人
  転入   15人  転出    35人

平成22年3月31日現在

行　事　予　定

４／28㈬　午前10時～
　滑床山開き

年　月　日
宇　和　島　市

北　宇　和　郡
外　科　系 内　　　科　　　系

平成22年５月２日㈰ 福 島 胃 腸 科 外 科
和霊元町　☎（24）5588

宇 都 宮 内 科 胃 腸 科
栄町港　☎（25）7228

やくしじこどもクリニック
泉　町　☎（24）1386

松野町国保中央診療所
松野町　☎（42）0707

平成22年５月３日㈷ 市立宇和島病院外科
御殿町　☎（25）1111

市立宇和島病院内科
御殿町　☎（25）1111

市立宇和島病院小児科
御殿町　☎（25）1111

市 立 吉 田 病 院
吉田町　☎（52）0611

平成22年５月４日㈷ 宇和島社会保険病院外科
賀古町　☎（22）5616

宇和島社会保険病院内科
賀古町　☎（22）5616

こ お り 小 児 科
中央町　☎（24）5633

旭 川 荘 南 愛 媛 病 院
鬼北町　☎（45）1101

平成22年５月５日㈷ ま す だ ク リ ニ ッ ク
伊吹町　☎（23）6611

わたなべハートクリニック
朝日町　☎（25）1717

山 下 小 児 科
堀端町　☎（23）0055

市 立 津 島 病 院
津島町　☎（32）2011

平成22年５月９日㈰ し ま せ 医 院
保　田　☎（27）1888

くきた内科クリニック
中沢町　☎（26）2260

こ ば や し 小 児 科
長　堀　☎（23）1150

鬼北町国保三島診療所
鬼北町　☎（48）0074

平成22年５月16日㈰ 河野整形外科クリニック
丸之内　☎（22）1822

沖 循 環 器 内 科 医 院
新田町　☎（25）3335

こ お り 小 児 科
中央町　☎（24）5633

大 野 内 科 医 院
鬼北町　☎（45）0141

平成22年５月23日㈰ 鎌 野 病 院
広小路　☎（24）6611

松 浦 内 科 医 院
並　松　☎（23）1122

やくしじこどもクリニック
泉　町　☎（24）1386

篠 原 医 院
鬼北町　☎（45）3370

平成22年５月30日㈰ 上 田 外 科
広小路　☎（25）0100

山 本 内 科 医 院
本町追手　☎（22）5100

山 下 小 児 科
堀端町　☎（23）0055

鬼北町国保愛治診療所
鬼北町　☎（46）0005

５月の休日当番医
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ご
寄
付
お
礼

（
３
月
31
日
現
在
、
敬
称
略
）

☆
社
会
福
祉
協
議
会
へ

金
一
封
　
前
田
　
清
久
　
吉
　
野

　
〃
　
　
一
森
　
枝
惠
　
吉
　
野

　
〃
　
　
増
田
千
代
子
　
豊
　
岡

　
〃
　
　
松
江
　
政
代
　
松
　
丸

　
〃
　
　
吉
井
　
常
明
　
宇
和
島
市

　
〃
　
　
稲
井
　
滿
穗
　
吉
　
野

☆
広
報
送
付
お
礼

金
一
封
　
布
　
万
里
子
　
東
京
都

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

お
悔
み
（
敬
称
略
）

（
住
所
）　（
死
亡
者
）　
　（
享
年
）

松
　
丸
　
岡
田
　
嘉
子
　
　
94
歳

吉
　
野
　
稲
井
　
晴
子
　
　
65
歳

ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

お
誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

（
敬
称
略
）

（
住
所
）　（
保
護
者
）　
　
　（
出
生
児
）（
性
別
）

奥
野
川
　
榎
本
章
宏
　
明あ

日す

香か

　
女

　
　
　
　
　
　
幸
子

蕨
　
生
　
市
川
　
昇
　
結ゆ

　
菜な

　
女

　
　
　
　
　
み
ゆ
き

豊
　
岡
　
宮
崎
　
光
　
愛ま
な

　
叶か

　
女

　
　
　
　
　
　
由
加

延
野
々
　
中
川
幸
治
　
い
ろ
は
　
女

　
　
　
　
　
郁
子
実

健
や
か
な
成
長
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

Ｇ・Ｗお出かけ情報
南楽園恋・鯉まつり

ふ
る
さ
と

ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ

　
春
は
、
庭
の
草
花
が
次
々
と
美

し
い
花
を
つ
け
私
た
ち
の
目
を
楽

し
ま
せ
て
く
れ
ま
す
。

　
今
月
は
可
憐
な
リ
ン
ゴ
の
花
を

お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

　
祝
井
、
柳
野
さ
ん
の
姫
リ
ン
ゴ

が
満
開
で
す
。
間
も
な
く
田
植
え

の
準
備
が
始
ま
る
季
節
、
リ
ン
ゴ

の
花
ほ
こ
ろ
ぶ
中
、
予
土
線
を
列

車
が
ゆ
っ
く
り
と
走
る
姿
に
心
が

な
ご
み
ま
す
ね
。

　４月29日㈯～５月５日㈬
　南楽園海の家で鯉のぼり絵付けコー
ナーやお茶席を開催するほか、５日こど
もの日には地元ミュージシャンによるミ
ニコンサートを開きます。

地域雇用創造促進協議会事務所移転
　４月１日から地域雇用創造促進協

議会の事務所を松野町ふれあい交流

館観光案内所内に移転しました。

TEL/FAX：20－5307
ホームページ
　http://www.matsuno-koyou.jp/

　５月22日㈯～６月６日㈰（９時～17時）
　園内には25万本の花菖蒲が咲き競います。
　料金　大人　300円　　　子供　150円
　菖蒲まつりと同時に南楽園管理棟休憩所では、「藤
部吉人石彫展」と「天野薫陶芸展」を同時開催“森
の魚”や“フクロウ”の石
彫、陶芸作品の展示販売を
行います。

南楽園花菖蒲まつり

問合せ先
　南楽園（宇和島市津島町）
　☎32－3344

町　の　人　口

（写真　４月６日撮影
松丸　柳野治示氏）

リ
ン
ゴ
の
花
さ
く
こ
ろ

５月の休日当番医

伊
予
美
人
ラ
イ
ブ

２
０
１
０
年
６
月
13
日
㈰

お
お
た
か
静
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